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2-1　研究所の目的
分子科学研究所は，物質の基礎である分子の構造とその機能に関する実験的研究並びに理論的研究を行うとともに，

化学と物理学の境界にある分子科学の研究を推進するための中核として，広く研究者の共同利用に供することを目的

として設立された大学共同利用機関である。物質観の基礎を培う研究機関として広く物質科学の諸分野に共通の知識

と方法論を提供することを意図している。

限られた資源のなかで，生産と消費の上に成り立つ物質文明が健全に保持されるためには，諸物質の機能を深く理

解し，その正しい利用をはかるのみでなく，さらに進んで物質循環の原理を取り入れなければならない。分子科学研

究所が対象とする分子の形成と変化に関する原理，分子と光との相互作用，分子を通じて行われるエネルギー変換の

機構等に関する研究は，いずれも物質循環の原理に立つ新しい科学・技術の開発に貢献するものである。

2-2　沿　　革
1960年頃から分子科学研究者の間に研究所設立の要望が高まり，社団法人日本化学会の化学研究将来計画委員会に

おいてその検討が進められた。

1965. 12.13 日本学術会議は，「分子科学研究所」（仮称）の設置を内閣総理大臣あてに勧告した。
1973. 10.31 学術審議会は，「分子科学研究所（仮称）を緊急に設立することが適当である旨，文部大臣に報告した。
1974. 4.11 文部大臣裁定により，東京大学物性研究所に分子科学研究所創設準備室（室長：井口洋夫前東京大学

物性研究所教授，定員３名）及び分子科学研究所創設準備会議（座長：山下次郎前東京大学物性研究所
長，学識経験者３５人により構成）が設置された。

1974. 7. 6 分子科学研究所創設準備会議において，研究所の設置場所を岡崎市の現敷地と決定した。
1975. 4.22 国立学校設置法の一部を改正する法律（昭５０年法律第２７号）により「分子科学研究所」が創設され，

初代所長に赤松秀雄前横浜国立大学工学部長が任命された。 同時に，分子構造研究系（分子構造学第一
研究部門，同第二研究部門），電子構造研究系（基礎電子化学研究部門），分子集団研究系（物性化学研
究部門，分子集団研究部門），機器センター，装置開発室，管理部（庶務課，会計課，施設課，技術課）
が設置された。

1975. 12.22 外国人評議員の設置が制度化された。
1976. 5.10 理論研究系（分子基礎理論第一研究部門，同第二研究部門），相関領域研究系（相関分子科学研究部

門），化学試料室が設置された。
1976. 11.30 実験棟第１期工事（5,115 m2）が竣工した。
1977. 4.18 相関領域研究系相関分子科学研究部門が廃止され，相関領域研究系（相関分子科学第一研究部門，同

第二研究部門），電子計算機センター，極低温センターが設置された。
1977. 4. 大学院特別研究学生の受入れが始まる。
1977. 5. 2 国立学校設置法の一部を改正する法律により生物科学総合研究機構（基礎生物学研究所，生理学研究

所）が設置されたことに伴い，管理部を改組して分子科学研究所管理局とし，生物科学総合研究機構の
事務を併せ処理することとなった。管理局に庶務課，人事課，主計課，経理課，建築課，設備課，技術
課が置かれた。

1978. 3. 7 分子科学研究所研究棟（2,752 m2）が竣工した。
1978. 3.11 装置開発棟（1,260 m2），機器センター棟（1,053 m2），化学試料棟（1,063 m2）が竣工した。
1978. 4. 1 電子構造研究系に電子状態動力学研究部門，電子構造研究部門が，分子集団研究系に基礎光化学研究

部門が設置された。
1979. 3. 1 電子計算機センター棟（1,429 m2）が竣工した。
1979. 3.24 実験棟第２期工事（3,742 m2），極低温センター棟（1,444 m2）が竣工した。
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1979. 4. 1 分子構造研究系に分子動力学研究部門が設置され，管理局が総務部（庶務課，人事課，国際研究協力
課），経理部（主計課，経理課，建築課，設備課），技術課に改組された。

1979. 11. 8 分子科学研究所創設披露式が挙行された。
1981. 4. 1 第二代研究所長に長倉三郎東京大学物性研究所教授が任命された。
1981. 4.14 国立学校設置法の一部を改正する法律により，分子科学研究所と生物科学総合研究機構（基礎生物学

研究所，生理学研究所）は総合化され，岡崎国立共同研究機構として一体的に運営されることになった。
理論研究系に分子基礎理論第三研究部門が設置され，管理局が岡崎国立共同研究機構管理局となり，技
術課が研究所所属となった。

1982. 4. 1 研究施設として極端紫外光実験施設（UVSOR）が設置された。
1982. 6.30 極端紫外光実験棟第１期工事（1,281 m2）が竣工した。
1983. 3.30 極端紫外光実験棟第２期工事（1,463 m2）が竣工した。
1983. 4. 1 電子構造研究系に分子エネルギー変換研究部門が，分子集団研究系に分子集団動力学研究部門，極端

紫外光研究部門が設置された。
1983. 11.10 極端紫外光実験施設ストレージリング装置に電子貯蔵が成功した。
1984. 2.28 極端紫外光実験施設の披露が行われた。
1984. 4.11 研究施設として，錯体化学実験施設（錯体合成研究部門，錯体触媒研究部門）が設置された。 流動研

究部門制度が発足し錯体化学実験施設に錯体合成研究部門が設置された。
1985. 5.10 分子科学研究所創設１０周年記念式典を挙行した。
1987. 4. 1 第三代研究所長に井口洋夫分子科学研究所教授が任命された。
1989. 2.28 分子科学研究所南実験棟（3,935 m2）が竣工した。
1989. 5.28 分子集団研究系に界面分子科学研究部門が，相関領域研究系に有機構造活性研究部門（共に流動研究

部門）が設置された。
1991. 3.27 極端紫外光実験棟（増築）（283 m2）が竣工した。
1991. 4.11 極端紫外光科学研究系（反応動力学研究部門）が設置された。 基礎光科学，界面分子科学，極端紫外

光の各研究部門は分子集団研究系から極端紫外光科学研究系へ振替された。
1993. 4. 1 第四代研究所長に伊藤光男前東北大学教授が任命された。
1994. 1.31 電子計算機センター棟（増築）（951 m2）が竣工した。
1995. 3.31 相関領域研究系有機構造活性研究部門（流動）が廃止された。
1995. 4. 1 理論研究系に分子基礎理論第四研究部門が設置された。
1995. 5.12 分子科学研究所設立２０周年記念式典を挙行した。
1996. 5.11 相関領域研究系に分子クラスター研究部門（流動）が設置された。
1997. 4. 1 機器センター，極低温センター，化学試料室が廃止され，分子制御レーザー開発研究センター，分子

物質開発研究センターが設置された。
1999. 4. 1 第五代研究所長に茅幸二慶應義塾大学教授が任命された。
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2-3　現在の組織とその発足

※は客員研究部門　◇は外国人客員研究部門

◎は流動研究部門　(　)書きは設置年月

岡崎国立共同研究機構

(1981年 4月 14日)

分子科学研究所（1975年4月22日）

基礎生物学研究所（1977年 5月2日）

生理学研究所（1977年 5月 2日）

理論研究系

(1976.5)

評議員会

所長

運営協議員会

電子計算機センター('77.5)

分子制御レーザー開発研究センター('97.4)

分子物質開発研究センター('97.4)

装置開発室('75.4)

極端紫外光実験施設('82.4)

分子構造研究系

(1975.4)

電子構造研究系

(1975.4)

分子集団研究系

(1975.4)

極端紫外光科学研究系

(1989.5)

研究施設

(1978.4)

錯体化学実験施設

(1984.4)

技術課

(1975.4)

　分子基礎理論第一研究部門('76.5)

　分子基礎理論第二研究部門('76.5)

※分子基礎理論第三研究部門('81.4)

　分子基礎理論第四研究部門('95.4)

　分子構造学第一研究部門('75.4)

※分子構造学第二研究部門('75.4)

　分子動力学研究部門('79.4)

　基礎電子化学研究部門('75.4)

　電子状態動力学研究部門('78.4)

※電子構造研究部門('78.4)

◇分子エネルギー変換研究部門('83.4)

　物性化学研究部門('75.4)

　分子集団動力学研究部門('83.4)

※分子集団研究部門('75.4)

　相関分子科学第一研究部門('77.5)

※相関分子科学第二研究部門('77.5)

◎分子クラスター研究部門('96.5)

　基礎光化学研究部門('78.4)

　反応動力学研究部門('91.4)

◎界面分子科学研究部門('89.5)

◇極端紫外光研究部門('83.4)

◎錯体合成研究部門('84.4)

　錯体触媒研究部門('84.4)

　錯体物性研究部門('89.5)

※配位結合研究部門('86.4)

第１技術班～第５技術班

（計１３係）

相関領域研究系

(1976.5)
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2-4　研究所の運営
分子科学研究所は，全国の大学共同利用機関としての機能をもつと同時に独自の研究・教育のシステムを有してい

る。この項では，この両面についての研究所の運営のメカニズム（組織とそれぞれの機能）について説明する。

2-4-1　評議員会
分子科学研究所の運営は，基本的には研究所長の責任において行われているが，この所長候補者を選考するのは評

議員会である。評議員会はその他にも研究所の事業計画，その他の管理運営に関する重要事項について所長に助言す

る機能をもっている。

現在（１９９９年度）の評議員会の構成メンバーは下記の通りである。又，分子研創設以来の評議員メンバーの一覧表

も資料として6-1に示してある。評議員会の大きな特長は２名の外国人評議員が存在することである。現在は，ビュル

ツブルク大学のKiefer, Wolfgang 教授とスタンフォード大学の Zare, Richard N. 教授にお願いしている。外国人評議員

は評議員会に出席し,所長等から研究所の現状の説明を受け提言を述べることになっており,研究所の点検・評価とい

う見地からも大変重要かつ有効である。

評議員
大　塚　榮　子 北海道医療大学薬学部客員教授
荻　野　　　博 東北大学大学院理学研究科教授
木　原　元　央 高エネルギー加速器研究機構加速器研究施設長
京　極　好　正 福井工業大学教授
後　藤　圭　司 豊橋技術科学大学長
近　藤　　　保 豊田工業大学客員教授
佐　原　　　真 国立歴史民俗博物館長
清　水　良　一 統計数理研究所長
高　橋　理　一 （株）豊田中央研究所取締役所長
土　屋　荘　次 日本女子大学理学部教授
中　西　敦　男 学術著作権協会常務理事
廣　田　　　襄 京都大学大学院理学研究科教授
福　山　秀　敏 東京大学物性研究所長
細　矢　治　夫 お茶の水女子大学理学部教授
本　多　健　一 東京工芸大学長
松　尾　　　稔 名古屋大学総長
山　崎　敏　光 日本学術振興会監事
山　村　庄　亮 慶應義塾大学理工学部教授
Kiefer, Wolfgang ビュルツブルク大学教授
Zare, Richard N. スタンフォード大学教授

2-4-2　運営協議員会

運営協議員会は，研究所内の教授１１名，所外の大学等の教授１０名によって構成され，共同研究計画に関する事項そ

の他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応じる。所外委員は後述す

る学会等連絡会議によって推薦される。運営協議員会は研究所の運営に関する全ての事項の議決・承認機関であり，特

に重要な教官の選考を行う「人事選考部会」と，全国の大学等との共同研究の実施に関する諸事項を審議する「共同

研究専門委員会」をその下部組織としてもっている。

所長選考に際しては，運営協議員会は評議員会から意見を求められることになっており,所長候補者を評議員会に推

薦することとされている。現委員（１９９９年度）を以下に，また，創設以来の委員を 6-2，6-3 に示す。
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運営協議員

阿知波　洋　次 東京都立大学大学院理学研究科教授
岡　田　　　正 大阪大学大学院基礎工学研究科教授
加　藤　重　樹 京都大学大学院理学研究科教授
北　原　和　夫 国際基督教大学教養学部教授
小谷野　猪之助 姫路工業大学理学部教授
関　　　一　彦 名古屋大学物質科学国際研究センター教授
田　中　武　彦 九州大学大学院理学研究科教授

　口　宏　夫 東京大学大学院理学系研究科教授
籏　野　嘉　彦 東京工業大学大学院理工学研究科教授
松　本　和　子 早稲田大学理工学部教授
岩　田　末　廣 理論研究系教授
宇理須　恆　雄 極端紫外光科学研究系教授
小　杉　信　博 極端紫外光科学研究系教授
小　林　速　男 分子集団研究系教授
田　中　晃　二 錯体化学実験施設教授
中　村　宏　樹 理論研究系教授
西　　　信　之 電子構造研究系教授
平　田　文　男 理論研究系教授
藤　井　正　明 電子構造研究系教授
藥　師　久　彌 分子集団研究系教授
渡　辺　芳　人 相関領域研究系教授

2-4-3　人事選考部会

人事選考部会は運営協議員会のもとに設置され，教官候補者の選考に関する事項の調査審議を行う。委員は運営協

議員会の所内委員５名と所外委員５名の計１０名によって構成され，委員の任期は２年である。教授,助教授及び助手候

補者の選考は全て人事選考部会において行われ，最終１名の候補者が部会長より所長に答申される。所長はオブザー

バーとして会議に参加する。なお,助手候補者の選考においては，人事選考部会のもとに専門委員を含む５名の助手選

考小委員会を設置する。同小委員会での選考の結果，その主査は最終候補者を部会長に答申し，部会長は人事選考部

会に報告し審議を行う。

所長は，部会長から受けた答申結果を教授会議（後述）に報告し，了解を得る。

分子科学研究所における教官候補者は，“短期任用助手”の場合を除いて全て公募による応募者の中から選考される。

教授又は助教授を任用する場合には，まず教授・助教授懇談会において当該研究分野及び募集方針の検討を行い，そ

れに基づいて作成された公募文案を教授会議，人事選考部会で審議した後公募に付する。研究系でのいわゆる内部昇

任は慣例として認められていない。また，技官又はＩＭＳフェローから助手への任用，あるいは総研大生又はその卒業

生から助手への任用は妨げていない。研究系の助手には６年の任期が規定されており，任期を越えて在職する場合は

１年ごとに所長に申請してその再任許可の手続きを得なければならない。

人事選考部会委員（１９９９年度）
加　藤　重　樹 （京大教授） 小　林　速　男 （分子研教授）
関　　　一　彦 （名大教授） 西　　　信　之 （分子研教授）
田　中　武　彦 （九大教授） 平　田　文　男 （分子研教授）

　口　宏　夫 （東大教授） 藤　井　正　明 （分子研教授）
松　本　和　子 （早大教授） 渡　辺　芳　人 （分子研教授）
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分子科学研究所創設準備会議山下次郎座長の申し送り事項に基づいて，分子研に教授会議を置くことが定められて

いる。同会議は分子研の専任・客員の教授・助教授で構成され，研究及び運営に関する事項について調査審議し，所

長を補佐する。所長候補者の選出にあたっては，教授会議は独立に２名の候補者を選出し，運営協議員会に提案しそ

の審議に委ねる。また，教官の任用に際しては人事選考部会からの報告結果を審議し，教授会議としての可否の投票

を行う。

2-4-5　学会等連絡会議
所長の要請に基づき学会その他の学術団体等との連絡，共同研究専門委員各候補者等の推薦等に関することについ

て，検討し，意見を述べる。

学会等連絡会議構成員（１９９９年度）
市　川　行　和　（宇宙研教授） 平　尾　公　彦　（東大教授）
岩　崎　不二子　（電通大教授） 細　矢　治　夫　（お茶の水女子大教授）
梶　本　興　亜　（京大教授） 三　上　直　彦　（東北大教授）
加　藤　　　肇　（神戸大教授） 山　内　　　薫　（東大教授）
加　藤　重　樹　（京大教授） 北　川　禎　三　（分子研教授）
澤　木　泰　彦　（名大教授） 小　林　速　男　（分子研教授）
関　　　一　彦　（名大教授） 西　　　信　之　（分子研教授）
張　　　紀久夫　（阪大教授） 平　田　文　男　（分子研教授）
中　筋　一　弘　（阪大教授） 見　附　孝一郎　（分子研助教授）

　口　宏　夫　（東大教授）

2-4-6　教授会議

2-4-4　共同研究専門委員会

全国の大学等との共同研究は分子研の共同利用研としての最も重要な機能の一つである。本委員会では，共同研究

計画（課題研究，協力研究，招へい研究，研究会等）に関する事項等の調査を行う。半年毎（前，後期）に，申請さ

れた共同研究に対して，その採択及び予算について審議し，運営協議員会に提案する。また，UVSOR施設（極端紫外

光実験施設）に関する共同研究については，別に専門委員会を設け，各研究者からの申請について審議し，運営協議

員会に提案する。

共同研究専門委員会の委員は，運営協議員６名以内と学会等連絡会議（後述）の推挙に基づいて所長が委嘱する運

営協議員以外の者６名以内によって構成される。

共同研究専門委員会委員（１９９９年度）
伊　藤　　　翼　（東北大教授） 田　中　晃　二　（分子研教授）
岡　田　　　正　（阪大教授） 中　村　宏　樹　（分子研教授）
小谷野　猪之助　（姫路工大教授） 藥　師　久　彌　（分子研教授）
谷　本　能　文　（広大教授） 井　上　克　也　（分子研助教授）
山　崎　　　巌　（北大教授） 鈴　木　俊　法　（分子研助教授）
小　杉　信　博　（分子研教授） 米　満　賢　治　（分子研助教授）
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他大学大学院からの学生（従来大学院受託学生と呼ばれていたもの）の受入れ及び修了認定等に関する諸事項の調

査，審議を行う。同委員会は，各系及び錯体化学実験施設からの各２名の委員によって構成される。

2-4-7　主幹・施設長会議
主幹・施設長会議は所長の私的機関であり，所長の諮問に応じて研究所の運営等の諸事項について審議し，所長を

補佐する。そこでの審議事項の大半は教授会議に提案されそこでの審議に委ねる。主幹・施設長会議の構成員は各研

究系の主幹及び研究施設の施設長で，所長が招集し，主催する。

2-4-8　大学院委員会

総合研究大学院大学の運営に関する諸事項，学生に関する諸事項等の調査審議を行い，その結果を大学院専攻委員

会に提案し，その審議に委ねる。大学院委員会は各系及び錯体化学実験施設からの各１名の委員によって構成される。

2-4-9　特別共同利用研究員受入審査委員会
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2-4-10　各種委員会等
上記以外に次表に示すような“各種の委員会”があり，研究所の諸活動，運営等に関するそれぞれの専門的事項が

審議される。詳細は省略する。

(1) 分子科学研究所の各種委員会

設置根拠の欄　岡崎国立共同研究機構で定めた規則，略式で記載。記載なきは規定文なし。
表以外に，分子研コロキュウム係，自衛消防隊組織がある。

称名の議会 項事議審・的目の置設 成構員委 等拠根置設

会員委価評検点
達を命使的会社び及的目置設の所究研
研い行を価評び及検点ら自めたるす成

。る図を化性活の所究

の設施究研，幹主究研，長所
他，長課術技，長 則規価評検点

会員委画計来将 。るす討検ていつに画計来将の所究研 名数授教助，名数授教，長所 則規会員委

会員委全安線射放 事な要重るす関に止防の害障線射放
。告勧の置措善改，項

の所究研，者任主扱取線射放
６員職

他，長課術技

防予害障線射放
則規

ータンセ機算計子電
会員委営運

重るす関に営運理管のータンセ機算計
。項事要

。査調るす関に択採の究研同共

長ータンセ
授教助のータンセ
２授教助は又授教

はたま授教の研理生・研生基
１各授教助

４者験経識学の外以員職構機 則規ータンセ
則規会員委研発開ーザーレ御制子分

会員委営運ータンセ究

のータンセ究研発開ーザーレ御制子分
。項事要重るす関に営運理管
。査調るす関に択採の究研同共

長ータンセ
授教助のータンセ
３授教助は又授教
干若者究研の外以員職タンセ究研発開質物子分

会員委営運ー

営運理管のータンセ究研発開質物子分
。項事要重るす関に

。査調るす関に択採の究研同共

設施験実光外紫端極
会員委営運

。項事要重るす関に営運の設施験実
。査調るす関に択採の究研同共

長設施験実
授教助の設施験実
４授教助は又授教
７者究研の外以員職 則規設施験実

則規会員委
設施験実学化体錯

会員委営運 。項事要重るす関に営運の設施験実

長設施験実
２授教助は又授教の設施
２授教助は又授教の外以設施

４者究研の外以員職
けおに力協術技学科米日
エ陽太るよに成合光「る
す関に」換転のーギルネ

会員委画計る

す関に施実び及案立，画企の業事力協
他。とこる らかちうの者究研係関 31 項要会員委

）定裁長所（

会員委理処物棄廃験実
監び及導指るす関に理処の物棄廃験実
設施理処，蔵貯。定選の法方理処。督

他。とこるす関に営運の

１官教の系究研
ータンセ究研発開質物子分

授教助同，長
１官教の設施験実学化体錯

則規会員委

会員委営運室発開置装 。項事要重るす関に営運の室発開置装

）則原（
１各らか室究研各
干若らか設施該当
干若らか設施の他

会員委約節・全安・備設 ）則原（
１各らか室究研各
数要必らか設施会員委書図 他。定選の書図入購

会員委報広
weiveRlaunnA の等ズータレ研子分，

。とこるす関に成作物版出所究研
。営運理管のジーペムーホ式公所究研

７らかちうの者究研係関

会員委クーワトッネ報情 。営運理管，持維のクーワトッネ報情
）則原（

１各らか室究研各
数要必らか設施
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(2) 岡崎国立共同研究機構の各種委員会等

設置根拠の欄　岡崎国立共同研究機構が定めた規定，略式で記載。記載なきは規定文なし。

称名の議会 項事議審・的目の置設 員委のらか研子分 等拠根置設

議会長所究研崎岡
項事要重の上営運理管るあの連関に互相所究研
図を係関力協な滑円にもととるす議審ていつに

。る
長所

に議会長所崎岡
わ合し申るす関

せ

議会絡連構機 。る図を営運な滑円の構機 ２幹主究研，長所
長課術技 程規議会絡連

会員委整調絡連価評検点 行を価評び及検点し関に項事の通共所究研３
。う

会員委価評検点所究研，長所
２各員委

条３１第則通
程規会員委

会員委生厚利福員職 こるす関に施実び及画計のンョシーエリクレ
他。とこるす関に営運の館会員職，と

１官教
１官技 程規会員委

会員委画企等設施通共 通共他のそ，項事るす関に画計来将の設施通共
。項事な要必し関に画企の設施

長所
２幹主究研 程規会員委

委営運理管クーワトッネ報情
会員

事要必るす関に営運理管のクーワトッネ報情
。項

１幹主究研，長所
長ータンセ機算電 程規会員委

委営運理管クーワトッネ報情
会員委門専備整会員

事の門専，し関に営運理管のクーワトッネ報情
。るす議審査調を項

）員委営運（１授教
室理管（１手助は又授教助

）員

ーワトッネ報情
員委営運理管ク

条７第程規会

室理管クーワトッネ報情
。理管の常日のクーワトッネ報情るけおに構機
等用運，備整のクーワトッネ報情るけおに来将

。究研査調ていつに

）当担術技（長次
１手助は又授教助

１員職術技
程規室理管

ョシーレボラコ・スーペス
会員委業事ムテスシ・ン 他。とこるす関に法方営運の業事，画計業事 １授教，長所

長次室理管クーワトッネ報情 程規会員委

ョシーレボラコ・スーペス
委門専施実業事ムテスシ・ン

会員
。査調ていつに等項事るす関に画計業事 １官教，員委会員委業事

員室理管クーワトッネ報情

ラコ・スーペス
・ンョシーレボ
委業事ムテスシ
条６第程規会員

項要会員委

会員委舎宿・設施泊宿
す関に費営運・針方営運の）ジッロ（設施泊宿
をえ替れ入（者居入の舎宿）員務公（。とこる

他。とこるす考選を）む含
１幹主究研 程規会員委

ータンセスンレァフンコ崎岡
会員委営運 。項事な要必し関に営運理管のータンセ １授教，長所 第程規ータンセ

条５

会員委等明発

託受・究研同共のと等間民，利権るわ係に明発
に等属帰の等スーベターデたし成作りよに究研
要必ていつに属帰の利権のられこ。項事るす関

。項事な

２幹主究研
長ータンセ機算電

１長の設施究研
長課術技

程規会員委

会員委止防害障線射放
。項事るす関に止廃，更変，置設の設施線射放
間所究研・項事要重るす関に止防の害障線射放

他。整調絡連の

２授教助は又授教
者任主扱取線射放

長課術技

止防害障線射放
条３第程規

会員委営運館書図報情 。項事要重るす関に営運の館書図報情 １授教
１授教助

程規館書図報情
条４第

程規会員委

会員委策対火防
施火防，廃改定制の定規部内るす関に理管火防
の練訓火防，育教火防。化強善改の備設び及設

他。揚高び及及普の想思火防，画計施実

１幹主究研
長課術技

者任主扱取線射放
任責業作び及員安保スガ圧高

者

第程規理管火防
条２

程規会員委

会員委験実物動 審の画計験実。督監び及導指るす関に験実物動
他。査 １官教

す関に験実物動
針指る

程規会員委

同共立国崎岡合組済共省部文
会員委営運堂食部支構機究研 他。間時業営，目種業営 １幹主究研

長課術技 程規会員委

のとブラクーリターロ南崎岡
会員委流交

関に等業事流交う行がブラクーリターロ南崎岡
力協のへ業事び及議協るす １官教
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2-5　構成員

2-5-1　現在の構成員
茅　　　幸　二 所長

馬　場　宏　明 研究顧問
長　倉　三　郎 研究顧問，名誉教授
田　中　郁　三 研究顧問
井　口　洋　夫 研究顧問，名誉教授
廣　田　榮　治 名誉教授
木　村　克　美 名誉教授
諸　熊　奎　治 名誉教授
丸　山　有　成 名誉教授
吉　原　經太郎 名誉教授
花　崎　一　郎 名誉教授
岩　村　　　秀 名誉教授
齋　藤　修　二 名誉教授

理論研究系　　　　　研究主幹(併)　中　村　宏　樹

分子基礎理論第一研究部門

岩　田　末　廣 教　授
岡　本　祐　幸 助教授
池　上　　　努 助　手
杉　田　有　治 助　手
西　川　武　志 リサーチ・アソシエイト
伊　藤　正　勝 リサーチ・アソシエイト
Sutcliffe, Brian T. 文部省外国人研究員　'99.3.28 ～ '99.6.27
Lee, Sang Yeon 文部省外国人研究員　'99.7.1 ～ '99.8.31，'99.12.27 ～ '00.2.26
佐　藤　克　彦 学振特別研究員
陳　　　飛　武 受託研究員
Ammal S. S. Cheettu受託研究員
橋　本　智　裕 特別協力研究員

分子基礎理論第二研究部門

中　村　宏　樹 教　授
谷　村　吉　隆 助教授
朱　　　超　原 助　手
奥　村　　　剛 助　手
宮　崎　州　正 非常勤研究員
三　嶋　謙　二 非常勤研究員
Mil'nikov, G. V. 学振外国人招へい研究者　'99.3.1 ～ '99.12.31
Wang, Y. 学振外国人特別研究員　'99.3.23 ～ '01.3.22
今　村　　　穣 学振特別研究員

分子基礎理論第三研究部門（客員研究部門）

田　中　秀　樹 教　授（岡山大理）
橋　本　健　朗 助教授（都立大院理）

分子基礎理論第四研究部門

平　田　文　男 教　授
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米　満　賢　治 助教授
佐　藤　啓　文 助　手
岸　根　順一郎 助　手
Sethia, A. 非常勤研究員
桑　原　真　人 非常勤研究員
秋　山　　　良 学振特別研究員
森　　　道　康 学振特別研究員

分子構造研究系　　　　　研究主幹(併)　西　　　信　之

分子構造学第一研究部門

森　田　紀　夫 助教授
森　脇　喜　紀 助　手

分子構造学第二研究部門（客員研究部門）

赤　阪　　　健 教　授（新潟大院自然科学）
鍔　木　基　成 助教授（姫工大理）

分子動力学研究部門

北　川　禎　三 教　授（併）（基礎生物学研究所）
加　藤　立　久 助教授
松　下　道　雄 助　手
水　谷　泰　久 助　手
岩　瀬　　　正 非常勤研究員
Kim, Y. 文部省外国人研究員　'99.6.21 ～ '00.2.28
Maiti, N. C. 学振外国人特別研究員　'98.1.31 ～ '00.1.30
Hu, Y. 学振外国人特別研究員　'98.11.15 ～ '00.11.14
内　田　　　毅 学振特別研究員

電子構造研究系　　　　　研究主幹(併)　西　　　信　之

基礎電子化学研究部門

西　　　信　之 教　授
佃　　　達　哉 助教授
中　林　孝　和 助　手
渡　邉　武　史 非常勤研究員
田　中　素　子 リサーチ・アソシエイト
石　川　英　里 リサーチ・アソシエイト

電子状態動力学研究部門

藤　井　正　明 教　授
鈴　木　俊　法 助教授
高　口　博　志 助　手
酒　井　　　誠 助　手
佐　伯　盛　久 非常勤研究員
Choi, Jong-Ho 文部省外国人研究員　'99.6.28 ～ '99.8.27，'99.12.20 ～ '00.2.19
Müller-Dethlefs, K. 文部省外国人研究員　'99.7.12 ～ '99.10.11

電子構造研究部門（客員研究部門）

松　本　吉　泰 教　授（総研大先導科学）
玉　井　尚　登 助教授（関学大理）
井　口　佳　哉 助　手
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分子エネルギー変換研究部門（外国人客員研究部門）

Markosyan, A. S. 教　授（ロシア　モスクワ州立大学上級研究員）　'99.4.26 ～ '00.3.31
Bu, Xian-He 助教授（中国　南開大学教授）　'98.12.15 ～ '99.6.14
Osherov, V. I. 助教授（ロシア　ロシア科学アカデミー教授）　'99.7.1 ～ '99.12.14
Whitham, C. J. 助教授（イギリス　オックスフォード大学講師）　'99.12.15 ～ '00.6.14

分子集団研究系　　　　　研究主幹(併)　小　林　速　男

物性化学研究部門

藥　師　久　彌 教　授
中　村　敏　和 助教授
中　澤　康　浩 助　手
山　本　　　薫 助　手
Maksimuk, M. Y. 非常勤研究員
塚　田　　　浩 非常勤研究員
Simonyan, M. 文部省外国人研究員　'98.6.11 ～ '99.6.10
中　野　千賀子 特別協力研究員
Ouyang, Jianyong 特別協力研究員　'99.10.1 ～ '00.3.31

分子集団動力学研究部門

小　林　速　男 教　授
緒　方　啓　典 助　手
藤　原　秀　紀 助　手
田　村　格　良 非常勤研究員
Narymbetov, B. Z. 学振外国人特別研究員　'98.4.1 ～ '00.3.31
田　中　　　寿 学振特別研究員
安　達　隆　文 特別協力研究員

分子集団研究部門（客員研究部門）

徳　本　　　圓 教　授（工技院電総研）
森　　　健　彦 助教授（東工大院理工）
長谷川　真　史 助　手

相関領域研究系　研究主幹(併)　渡　辺　芳　人

相関分子科学第一研究部門

渡　辺　芳　人 教　授
井　上　克　也 助教授
細　越　裕　子 助　手
Roach, M. P. 学振外国人特別研究員　'97.11.2 ～ '99.11.1
松　井　敏　高 学振特別研究員
熊　谷　　　等 学振特別研究員
Puspita, Waheeda J. 特別協力研究員　'99.4.1 ～ '00.3.31
Ghalsasi, P. S. 特別協力研究員　'99.4.1 ～ '00.3.31

相関分子科学第二研究部門（客員研究部門）

荒　川　一　郎 教　授（学習院大理）
御　崎　洋　二 助教授（京大院工）
小　江　誠　司 助手

分子クラスター研究部門（流動研究部門）

三　好　永　作 教　授



分子科学研究所の概要　15

田　中　桂　一 助教授
長　門　研　吉 助教授
原　田　賢　介 助　手
Tapas, K. G. 非常勤研究員
Bailleux, S. 学振外国人特別研究員　'98.4.1 ～ '00.3.20
墨　　　智　成 学振特別研究員
Whitham, Christopher J. 特別協力研究員　'99.9.1 ～ '99.12.14

極端紫外光科学研究系　研究主幹(併)　宇理須　恆　雄

基礎光化学研究部門

小　杉　信　博 教　授
田　原　太　平 助教授
高　田　恭　孝 助　手
竹　内　佐　年 助　手
Arzhantsev, S. Y. 学振外国人特別研究員　'98.11.27 ～ '00.11.26
藤　野　竜　也 学振特別研究員

反応動力学研究部門

宇理須　恆　雄 教　授
見　附　孝一郎 助教授
水　谷　雅　一 助　手
小　野　正　樹 非常勤研究員
銘　苅　春　隆 非常勤研究員
岩　崎　光　太 学振特別研究員
吉　村　大　介 特別協力研究員

界面分子科学研究部門（流動研究部門）

黒　澤　　　宏 教　授
福　井　一　俊 助教授
長　岡　伸　一 助教授
高　嶋　圭　史 助　手
竹　添　法　隆 非常勤研究員

極端紫外光研究部門（外国人客員研究部門）

Ulanski, Jacek P. 教　授（ポーランド　ウッジ技術大学教授）　'99.3.1 ～ '99.8.31
Pavlov, Lubomir I. 教　授（ブルガリア　ブルガリア科学アカデミー教授）　'99.9.1 ～ '00.3.31
Gao, Yongli 助教授（アメリカ　ロチェスター大学準教授）　'99.2.1 ～ '99.7.31
Seijo, Luis 助教授（スペイン　マドリード自治大学助教授）　'99.8.1 ～ '99.12.20
Ahn, Kwang Hyun 助教授（韓国　キュンヒー大学準教授）　'00.2.1 ～ '00.7.31

研究施設

電子計算機センター　センター長(併)　岩　田　末　廣

青　柳　　　睦 助教授
南　部　伸　孝 助　手
高　見　利　也 助　手
大　野　人　侍 助　手
Chun, Gyusung 文部省外国人研究員　'99.6.18 ～ '99.8.17，'99.12.28 ～ '00.2.27
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分子制御レーザー開発研究センター　センター長(併)　藤　井　正　明

分子位相制御レーザー開発研究部

佐　藤　信一郎 助教授
渡　邊　一　雄 助　手

放射光同期レーザー開発研究部

猿　倉　信　彦 助教授
大　竹　秀　幸 助　手
村　上　英　利 非常勤研究員

特殊波長レーザー開発研究部

平　等　拓　範 助教授
栗　村　　　直 助　手
庄　司　一　郎 非常勤研究員
Pavel, N. I. 学振外国人特別研究員　'99.3.1 ～ '01.2.28

分子物質開発研究センター　センター長(併)　渡　辺　芳　人

パイ電子開発研究部

山　下　敬　郎 助教授
田　中　彰　治 助　手
Zaman, M. D. 非常勤研究員

融合物質開発研究部

藤　井　　　浩 助教授
船　橋　靖　博 助　手
水　谷　　　守 非常勤研究員

機能探索研究部

永　田　　　央 助教授
桑　原　大　介 助　手
伊　藤　　　肇 助　手

分子配列制御研究部

鈴　木　敏　泰 助教授
阪　元　洋　一 助　手
Heidenhain, S. B. 特別協力研究員　'99.7.1 ～ '00.3.31

装置開発室　室長(併)　藥　師　久　彌

渡　邉　三千雄 助教授
淺　香　修　治 助　手

極端紫外光実験施設　施設長(併)　小　杉　信　博

鎌　田　雅　夫 助教授
繁　政　英　治 助教授
濱　　　広　幸 助教授（併）（東北大院理）
木　村　真　一 助教授（神戸大院自然科学）
保　坂　将　人 助　手
下　條　竜　夫 助　手
江　田　　　茂 助　手
More, S. D. 学振外国人特別研究員　'98.10.14 ～ '00.10.13
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錯体化学実験施設　施設長(併)　田　中　晃　二

錯体合成研究部門（流動研究部門）

西　田　雄　三 教　授
海老原　昌　弘 助教授
小　澤　智　宏 助　手
川　口　博　之 助　手

錯体触媒研究部門

櫻　井　　　弘 教　授（京都薬科大）
溝　部　裕　司 助教授（東大生産技術研）

錯体物性研究部門

田　中　晃　二 教　授
拓　植　清　志 助　手
Yu, Shu-Yan 学振外国人特別研究員　'97.9.1 ～ '99.8.31，特別協力研究員　'99.11.1 ～ '00.1.31
Biradha, K. 学振外国人特別研究員　'98.9.1 ～ '00.8.31
Ali, Md. Meser 特別協力研究員　'99.4.1 ～ '99.8.30

配位結合研究部門（客員研究部門）

相　田　卓　三 教　授（東大院工）

　地　　　格 助教授（九大院工）

技 術 課 課　長　酒　井　楠　雄

第１技術班 班　長　松　戸　　　修

理論研究系技術係

技　官 鶴　澤　武　士
技　官 鈴　木　陽　子

分子構造研究系技術係

技　官 熊　倉　光　孝
技　官 林　　　直　毅
技　官 長　友　重　紀

電子構造研究系技術係

係　長 木　下　敏　夫
技　官 片　柳　英　樹

第２技術班 班　長　西　本　史　雄

分子集団研究系技術係

技　官 賣　市　幹　大
技　官 大　石　　　修

相関領域研究系技術係

極端紫外光科学研究系技術係

係　長 水　谷　伸　雄
技　官 水　野　　　操
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第３技術班

電子計算機技術係

係　長 水　谷　文　保
技　官 手　島　史　綱
技　官 南　野　　　智
技　官 内　藤　茂　樹

装置開発技術係

係　長 鈴　井　光　一
技　官 内　山　功　一
技　官 豊　田　朋　範
技　官 林　　　憲　志
技　官 小　林　和　宏
技　官 近　藤　聖　彦

第４技術班 班　長　山　中　孝　弥

分子制御レーザー開発技術係

極端紫外光実験技術係

係　長 蓮　本　正　美
主　任 山　崎　潤一郎
主　任 中　村　永　研
技　官 近　藤　直　範

第５技術班 班　長　加　藤　清　則

分子物質開発技術第一係

係　長 永　田　正　明
技　官 戸　村　正　章
技　官 野　村　幸　代
技　官 牧　田　誠　二

分子物質開発技術第二係

係　長 吉　田　久　史
主　任 高　山　敬　史
技　官 酒　井　雅　弘

錯体化学実験技術係

技　官 水　川　哲　徳

＊　整理日付は２０００年２月１日現在。ただし，外国人研究者で１９９９年度中に３か月を超えて滞在した者及び滞在が予定されてい
る者は掲載した。

＊　職名の後に（　）書きがある者は客員教官等で，本務校を記載している。
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名門部 門部究研成合体錯 門部究研学科子分面界

授　教 授教助 手　助 授　教 授教助 手　助

数者任就 8 9 81 　　 5 7 01 　　

数者出転 7 8 61 　　 4 5 9 　　

員　　現 1 1 2 　　 1 2 1 　　

名門部 門部究研ータスラク子分 門部究研性活造構機有

授　教 授教助 手　助 授　教 授教助 手　助

数者任就 2 3 3 1 4 4

数者出転 1 1 2 1 4 4

員　　現 1 2 1 － － －

授　教 授教助

門部究研構機換変ーギルネエ子分 91 81

門部究研光外紫端極 91 51

長　所 授　教 授教助 手　助 官　技 員究研勤常非 ＊

数者任就 5 　　 13 　　 95 361 　　 031 　　 111 　　

数者出転 4 　　 71 　　 23 021 　　 39 　　 39 　　

員　　現 1 　　 )1(41 　　 )1(72 34 　　 73 　　 81 　　

2-5-2　創立以来の人事異動状況（2000年１月１日現在）

(1)　専任研究部門等

(2)　流動研究部門

＊非常勤研究員＝IMSフェロー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）は併任で外数。

有機構造活性研究部門は、平成７年３月31日限りをもっ
て廃止。（　）は併任で外数。

(3)　客員研究部門

(4)　外国人客員研究部門

職　名
区　分

職　名
区　分

職　名

職　名

区　分

区　分

職　名
区　分

授　教 授教助

数者任就 58 　　　　 79 　　　　

員　　現 7 　　　　 8 　　　　
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2-6　各研究系の概要

2-6-1　研究系及び研究施設
理論研究系

研究目的 分子科学は量子力学を中心とする理論の進歩に基づいて発展した。また実験的研究の成果は新し

い理論の開発をうながすものである。本系では，実験部門と密接に連携した分子科学の基礎とな

る理論的研究を行う。

分子基礎理論第一研究部門

研究目的 分子科学の基礎となる理論的方法の開発及び分子の電子状態と化学反応性・分子構造の理論的研

究

研究課題 １，分子軌道計算に基づいた電子状態及び反応の動的機構に関する研究

２，励起分子及びクラスター内反応過程の電子論及び反応動力学的研究

３，分子シミュレーションによるタンパク質の立体構造予測及び折り畳みに関する研究

分子基礎理論第二研究部門

研究目的 原子，分子の動的諸過程，及び分子集合体の物性と構造の変化に関する理論的研究

研究課題 １，化学反応諸過程の動力学に関する理論的研究

２，原子分子過程における電子状態遷移の理論的研究

３，凝縮系における分子の光学過程に関する理論的研究

４，凝縮系における電子的励起の緩和と伝播の理論的研究

分子基礎理論第三研究部門（客員）

研究目的 水素結合系液体・固体・クラスターの構造・安定性・ダイナミックスの理論的研究

研究課題 １，液液相転移の機構・ダイナミックスとポテンシャル面

２，包接水和物の安定性と生成・解離の機構

３，束縛条件下での水の相挙動

４，水クラスターの構造と安定性

分子基礎理論第四研究部門

研究目的 分子性液体・固体の構造，物性及び非平衡過程に関する理論的研究

研究課題 １，溶液中の平衡・非平衡過程に関する統計力学的研究

２，溶液内分子の電子状態と化学反応に関する理論的研究

３，生体高分子の溶液構造の安定性に関する統計力学的研究

４，固体－液体界面の統計力学的研究

５，凝縮系における秩序形成，集団励起と電子相関に関する理論的研究

６，凝縮系における磁性，光物性，構造の複合物性に関する理論的研究
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分子構造研究系

研究目的 分子科学では分子内における原子の立体的配置及び動きを知ることが重要であり，そのための実

験手段として各種の静的及び時間分解分光法が用いられる。これらの方法を高感度化，高精密化

すると共に新しい手段の開発を行う

分子構造学第一研究部門

研究目的 １，分光学的方法による短寿命分子の物理化学特性及び星間物理・化学過程の解明

２，レーザーによる気体原子の運動の制御とその応用の研究

研究課題 １，ミリ波・サブミリ波・遠赤外実験室分光及び宇宙電波分光による星間短寿命分子の研究

２，レーザー多光子励起による原子・分子の高励起電子状態の分光と動特性の研究

３，サブミリ波望遠鏡の開発と星間化学の研究

４，中性原子のレーザー冷却・トラッピングの研究とその応用

分子構造学第二研究部門（客員）

研究目的 １，フラーレン分子の構造と機能

２，呼吸系末端酸化酵素の構造と機能

研究課題 １，金属ドープ型フラーレンの構造と電子的特性

２，キノールオキシデースのヘム近傍構造の解明

分子動力学研究部門

研究目的 １，生体分子及びそのモデル系の動的構造とその反応性の研究

２，凝集性物質中の分子の動的構造と機能性との関連についての研究

研究課題 １，時間分解ラマン分光法による生体分子反応中間体及び電子励起状態の分子構造の研究

２，磁気共鳴分光とラマン分光法による凝集系中の分子の構造の研究

電子構造研究系

研究目的 分子および分子集合系の個性と電子構造との関係を実験的立場から研究し，分子のかくれた機能

を解明するとともに，これを応用する研究を行う。

基礎電子化学研究部門

研究目的 分子の励起状態の研究及びその化学反応，エネルギー変換、電荷輸送制御などへの応用

研究課題 １，分子間相互作用および化学反応や電荷輸送過程の分子クラスターレベルでの研究

２，ナノクラスターの構造と機能発現機構の解明
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電子状態動力学研究部門

研究目的 励起分子の構造、化学反応、及びこれに伴う緩和の素過程を明らかにする

研究課題 １，励起分子の構造及び緩和過程に関する研究

２，原子分子衝突や化学反応素動力学の実験的研究

電子構造研究部門（客員）

研究目的 励起分子の動的挙動及び化学反応における分子間相互作用の研究

研究課題 １，励起分子の動的挙動の研究

２，分子間相互作用の分子構造や化学反応への影響

分子エネルギー変換研究部門（外国人客員）

研究目的 光エネルギー（太陽光）を電気エネルギー又は化学エネルギー（燃料）に変換する方法の基礎に

ついての研究

研究課題 １，放射光励起表面反応の走査型トンネル顕微鏡によるその場観察

２，分子性溶液中のイオン拡散

３，プロトントンネルの理論的研究

４，金属錯体によるＤＮＡの構造・機能制御

分子集団研究系

研究目的 新しい物性をもつ物質の構築並びにその物性の研究。分子と凝縮相の接点を求めながら，分子物

性の新領域の開発に取り組む。

物性化学研究部門

研究目的 分子性固体の化学と物理

研究課題 １，分子性導体の機能探査と電子構造の研究

２，導電性有機固体の電子物性の研究

分子集団動力学研究部門

研究目的 分子集合体の物性機能開拓と物性解明

研究課題 １，有機磁性金属・超伝導体の開発と物性研究

２，分子素子の基礎研究

分子集団研究部門（客員）

研究目的 分子及び分子集団の構造と物性の研究

研究課題 興味ある物性を持つ新物質の開発
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相関領域研究系

研究目的 分子科学の成果を関連分野の研究に反映させ，また関連分野で得られた成果を分子科学の研究に

取り入れるなど両者の連携を図るための相関領域に関する研究を行う。

相関分子科学第一研究部門

研究目的 有機化学・有機金属錯体化学さらには酵素化学を含む分子科学関連分野の諸問題を，特に分子の

構造とその機能という分子科学の観点から研究

研究課題 １，金属酵素及び合成モデル系の構造と機能の解明

２，新規分子性強磁性体の構築とその磁気構造の解明

相関分子科学第二研究部門（客員）

研究目的 分子性結晶の特に表面における励起子の動的過程の解明

研究課題 １，励起子に起因する原子の脱離機構の研究

２，励起子の緩和過程とその分岐比の研究

分子クラスター研究部門（流動）

研究目的 １，分子クラスターの構造，性質の基礎的解明

２，新しい分子クラスターの探索と分子クラスターを用いた新材料の開発

研究課題 １，原子・分子・クラスターの電子状態に対する理論的研究

２，分子クラスターの分子間大振幅振動遷移の直接観測

３，対流圏大気中におけるクラスターイオン生成過程の研究

極端紫外光科学研究系

研究目的 極端紫外光実験施設のシンクロトロン光源は，軟Ｘ線領域から遠赤外光までの広範囲な光を安定

に供給している。本研究系では，この放射光源を用いて，放射光分子科学の新分野を発展させる

中核としての役割を果たす。特に放射光及び放射光とレーザーの同期などによる気相・液相・固

体・固体表面の光化学及び新物質創製を目指した研究を展開する。

基礎光化学研究部門

研究目的 分子及び分子集合体の光化学並びに化学反応素過程の所究

研究課題 １，軟Ｘ線分光による分子及び分子集合体の光化学・光物性研究

２，レーザー光及び放射光を用いた光化学反応の研究

３，超高速分光による分子ダイナミクスの研究
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反応動力学研究部門

研究目的 極端紫外光を用いた化学反応動力学の研究

研究課題 １，極端紫外光による表面光化学反応とその場観察の研究

２，気相における光イオン化及び光解離のダイナミックス

３，放射光に同期した紫外レーザーシステムの開発とその分子科学研究への利用

４，極端紫外光反応を用いた表面ナノ構造の形成とその物性の研究

界面分子科学研究部門（流動）

研究目的 界面関連分子の反応論的及び分光学的研究

研究課題 １，放射光プロセスを用いたナノ加工及びナノ領域の非線形光学特性

２，シンクロトロン放射光を用いた光化学素過程とサイトスペシフィック効果

３，放射光を用いた化合物半導体の電子構造に関する研究

４，小形放射光装置とウィグラーの開発

極端紫外光研究部門（外国人客員）

研究目的 世界唯一の化学専用極端紫外光を利用した化学の反応，合成等全般についての研究

研究課題 １，新規分子性導体とその高分子膜の研究

２，表面反応の STM及び IRRAS による研究

３，超短波パルス光によるクーロン爆発の研究

４，モデル内殻ポテンシャル法の新展開

５，蛋白質内に埋め込んだMn(salen)錯体による不斉酸化反応の開発

研究施設

電子計算機センター

研究目的 化学反応素過程の理論的研究

研究課題 １，化学反応動力学の基礎的研究

２，大規模電子状態計算の手法の開発とその応用

分子制御レーザー開発研究センター

研究目的 分子科学の今後の発展のために，分子科学の研究手段としてふさわしい，市販にはない新しい

レーザーシステムを開発し，新しい分野の開拓を目指す。

研究課題 １，分子指紋領域ピコ秒フェムト秒レーザーシステムの開発とそれを用いた分子小集団系の反応制御

２，放射光に完全同期した紫外レーザーシステムの開発とその分子科学研究への応用

３，赤外パルスレーザーシステムの開発とそれを用いた時間分解振動分光
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分子物質開発研究センタ－

研究目的 新たな機能を有する分子の設計、開発および評価に関する研究

研究課題 １，新規なπ電子ドナーおよびアクセプター分子に基づく有機導電体の開発研究

２，酵素の構造と機能発現および人工酵素の分子設計の研究

３，水素引き抜き反応による炭化水素類の物質変換の研究

４，分子デバイス材料の開発研究

装置開発室

研究目的 新しい実験装置の設計及び製作，既設装置の性能向上に関する研究

研究課題 １，超高真空用油滑膜とアクチュエータの開発

２，精密物性測定装置の開発

３，研究機器の自動制御の研究

４，非線型分光法の研究

極端紫外光実験施設

研究目的 シンクロトロン放射による極端紫外光源の研究・開発とこれを用いた分子科学の研究

研究課題 １，極端紫外光源の研究・開発

２，極端紫外用観測システムの開発と気体及び固体の分光学的研究

錯体化学実験施設

研究目的 金属原子を含む化合物を中心とする広範な物質を対象とし，その構造，物性，反応性等を研究し，

新物質創造のための設計，開発を目的とする。

錯体合成研究部門（流動）

研究目的 新しい構造や特異な機能を有する金属錯体の合成ならびに機能発現

研究課題 １，金属錯体による酸素分子の活性化の機構解明

２，神経性疾患と金属イオンとの関連性

錯体触媒研究部門

研究目的 生体分子と金属錯体が形成する超分子に関する研究

研究課題 １，生体微量金属錯体の生物無機化学

２，生体関連活性酸素の機能と構造

３，生命誕生前の生体高分子形成における金属イオンの役割

４，金属医薬品の合成
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錯体物性研究部門

研究目的 金属錯体の合成と物質変換に関する所究

研究課題 １，二酸化炭素固定

２，プロトン濃度変化を利用したエネルギー変換の開発

３，自己組織性精密分子システムの設計・創成・機能発現

配位結合研究部門（客員）

研究目的 ３次元金属錯体超分子の合成，機能と結晶構造制御
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2-7　技術課
技術課は所長に直属した組織として，現在６研究系及び６付属研究施設に配属された技官によって構成されている。文

部省教室系技官が組織化されたのは，１９７５年に創設された分子科学研究所技術課が最初で，単に技官の身分，給与の待

遇改善だけを目的としたのではなく，強力な研究支援体制が確立されることを期待して制度化されたのである。各々の

技官は，配属された部署の教官の指示のもとに業務を行うが，技官が部署の枠の中にとじこもってしまうと，本人の技

術向上の障害になるばかりでなく，大きな研究支援体制がとれなくなる。技術課の役割はこのような垣根を取り外し，技

官の技術向上のための環境を作ると伴に，技官組織を有効に活用して，広く分子科学の研究支援を行うことである。

平成１１年度現在，技術課技官の定員は４２人で，研究系に配属された技官を研究系技官，研究施設に配属された技官

を施設系技官と称しているが，携わる研究支援業務の内容は大きく異なる。研究系技官は，教官と密に協力して毎日

の研究を進めるために高い専門知識が要求される。また，その仕事を行っているうちに学位を取得し教官として転出

していく者が大部分である。施設系技官は，機械工作，電子計算機，回路工作，ガラス工作，化学分析など特別の技

術を持つ者や，レーザーシステム，ヘリウム液化機，放射光加速器など特別な装置を運転できる能力を持つ者などで

あり，転出先については，それぞれの技術や能力を必要とする大学や研究所の施設に限られている。日常の努力の方

向も両者で全く異なるため物事の考え方などにおいても差異がある。それぞれの特徴を十分に生かした技術課の運

営が望まれている。

表１　年齢構成 表２　勤続年数

官技系設施 官技系究研
● 85

75
● 65

55
45
35

● 25
15

● 05
94
84
74

● ● 64
54
44

● 34
● ● ● 24

14
04

● ● 93 ●
83

● ● 73
● 63
● 53 ●
● 43 ● ●

33
● 23 ●
● 13 ● ●

● ● ● 03 ● ●
● ● ● ● 92

● 82
72
62 ●
齢年

4 3 2 1 1 2 3 4
数人 数人

官技系設施 官技系究研
● 22

● ● ● 12
● 02

● ● ● 91
81

● 71
● 61
● 51

41
31

● ● 21
11 ●

● ● 01
● ● 9

● 8 ●
7 ●

● 6 ● ● ●
● ● 5 ●

4 ● ●
● ● 3

● 2
● ● 1 ●

● 0
数年

4 3 2 1 1 2 3 4

数人 数人
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分子科学研究所教官の流動性が高いことは，所外からも高く評価されている。技官の流動性は，研究系技官は高い

が，施設系技官はあまり高くない。表１に研究系技官と施設系技官の年齢構成を，表２に技術課での勤続年数を示す。

人事の流動は組織活性化のための重要な要因である。技術課は発足時より常にこの問題を考慮してきた。特に施設系

技官の活性化のために，次のような活動を行ってきている。

2-7-1　技術研究会
施設系技官が他の大学，研究所の技官と技術的交流を行うことにより，技官相互の技術向上に繋がることを期待し，

昭和５０年度，分子研技術課が他の大学，研究所の技官を招き，第１回技術研究会を開催した。内容は日常業務の中で

生じたいろいろな技術的問題や仕事の成果を発表し，互いに意見交換を行うものである。その後，毎年分子研でこの

研究会を開催してきたが，参加機関が全国的規模に広がり，参加人員も３００人を超えるようになった。そこで，昭和５７

年度より同じ大学共同利用機関の高エネルギー物理学研究所（現，高エネルギー加速器研究機構），名古屋大学プラズ

マ研究所（現，核融合科学研究所）で持ち回り開催することになり現在に至っている。表３に今までの技術研究会開

催場所及び経緯を示す。
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表３　技術研究会開催機関

度年 関機催開 日催開 会科分 考備

和昭 05 所究研学科子分 和昭 05 年2月 62 日 械機 大名 (理 () 工) みの

和昭 15 所究研学科子分
和昭 05 年7月 02 日 械機 加参どな大院習学

和昭 15 年2月 ）路回（、械機 大名 (工) 術技路回

和昭 25 所究研学科子分
和昭 25 年7月 械機 加参どな専工城都

和昭 35 年2月 ）路回（、械機 術技路回研ラプ大名

和昭 35
所究研学科子分 和昭 35 年6月2日 路回、械機 会論討ていつに会究研術技

るめ始式形会科分

所究研学理物ーギルネエ高 和昭 35 年 01 月 72 日 術技械機

和昭 45

所究研学科子分 和昭 45 年7月 機算計子電、路回、械機 設創を会科分の連関機算計子電

所究研学理物ーギルネエ高 和昭 45 年 01 月 91 日 械機

所究研学科子分 和昭 55 年2月 機算計子電、路回、械機

和昭 55
所究研学理物ーギルネエ高 和昭 55 年 01 月 42 日 械機

所究研学科子分 和昭 65 年1月 03 日 温低、機算計子電、路回、械機 設創を会科分温低
章　田内　長課術技

和昭 65
所究研学科子分 和昭 65 年7月 温低、機算計子電、路回、械機

所究研学理物ーギルネエ高 和昭 65 年1月 03 日 械機

和昭 75 所究研学理物ーギルネエ高 和昭 85 年3月 81-71 日 温低、機算計子電、路回、械機 斉　場馬　長部術技
るま始が催開り回ち持関機究研３

和昭 85 所究研学科子分 和昭 95 年3月 3-2 日 温低、機算計子電、路回、械機

和昭 95 所究研マズラプ学大屋古名 和昭 95 年 11 月 61-51 日 スラガ、械機 , 電、路回温低、クッミラセ
術技置装、機算計子 也節　若藤　長員委行実

和昭 06 所究研学理物ーギルネエ高 和昭 16 年3月 02-91 日 置装、機算計子電、温低、御制測計、械機
術技 司博　口山　長部術技

和昭 16 所究研学科子分 和昭 26 年3月 02-91 日 温低、機算計子電、路回、械機

和昭 26 所究研マズラプ学大屋古名 和昭 36 年3月 03-92 日 術技置装、機算計子電、温低、路回、械機

和昭 36 所究研学理物ーギルネエ高 年元成平 3月 42-32 日 置装、機算計子電、温低、御制測計、械機
術技 實　部阿　長部術技

元成平 所究研学科子分 成平 2年3月 02-91 日 術技合総、機算計子電、温低、路回、械機 会談懇で所ヶ２

成平 2 所究研学科合融核 成平 3年3月 02-91 日 置装、機算計子電、御制測計、温低、械機
術技

成平 3 所究研学理物ーギルネエ高 成平 4年2月 7-6 日 置装、機算計子電、御制測計、温低、械機
術技

成平 4 所究研学科子分 成平 5年3月 21-11 日 置装 I 置装、 II 機算計子電、温低、 雄楠　井酒　長員委行実
議会者表代関機究研３

成平 5 所究研学科合融核 成平 6年3月 42-32 日 置装、機算計子電、御制測計、温低、械機
術技

治勝　井村　長部術技
会論討間所究研

成平 6 所究研学理物ーギルネエ高 成平 7年2月 71-61 日 置装、機算計子電、御制測計、温低、械機
術技

晃　国三　長部術技
会論討間所究研

成平 7 所究研学科子分 成平 8年3月 91-81 日 学化、機算計子電、御制測計、路回、械機
析分

雄楠井酒　長課術技
設創を析分学化　会談懇間所究研

成平 8

催共学大信通気電・台文天立国 成平 8年9月 02-91 日 路回・置装、御制・測計
理処ターデ・機算計

催開散分のてめ初所究研学科業産学大阪大 成平 8年 11 月 51-41 日 析分器機

部学理学大屋古名 成平 9年2月 7-6 日 発開置装 B,A 作工スラガ、

部学理学大道海北 平9年2月 82-72 日 温低

成平 9
所究研学科合融核 成平 9年9月 21-11 日 術技置装、機算計子電、温低、路回、械機

学大岡静 成平 9年 11 月 82-72 日 析分器機 所究研学工子電、部学報情、部学工
催共の部術技各

成平 01
学大業工屋古名 成平 01 年 11 月 72-62 日 析分・器機

構機究研器速加ーギルネエ高 成平 11 年3月 5-4 日 機算計、置装、御制・路回、温低、作工 会論討トッネータンイ

成平 11
学大北東 成平 11 年 11 月 11 日 析分・器機

所究研学科子分 成平 21 年3月 3-2 日 スラガ、機算計子電、温低極、路回、置装
作工 会論討術技トッネータンイ
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2-7-2　技術研修
平成７年度より，施設系技官の活性化のために，他大学，研究所の技官を一定期間，分子研の付属研究施設に受け入れ

て，技術研修を行うことを試みている。分子研のような大学共同利用機関では，全国の研究者との交流が共同研究等を通

じて日常的に行われている。それが双方の研究者の活性化に大いに役立っている。同じ様なことがお互いの技官の間で行

うことができれば，技官の活性化につながるであろうことを期待して，現所長の配慮により，技術研修制度が試みられた。

これは派遣側，受け入れ側双方にとって非常に好評であった。しかしこの試みが分子研だけのもでは，その効果には限界

があり，また分子研の技官も外へ出て研修する機会を持たなければ，真の活性化にならないと考え，平成８年度に同じ大

学共同利用機関の高エネルギー物理学研究所（現，高エネルギー加速器研究機構），核融合科学研究所，国立天文台の技官

の責任者に趣旨を説明し，各研究所に技術研修のための技官受入体制を作ってもらうことを提案した。各責任者から賛同

を得て，高エネルギー加速器研究機構は平成９年度から，核融合科学研究所は平成１０年度から実施されている。表４に分

子研の技術研修受入状況を示す。将来的には正式に制度化して定着をはかりたい。

表４　技術研修受入一覧

度年 名　氏 属　　所 間　期　修　研 設　施　入　受

平
成
７
年
度

明義　飛石 室発開術技工加殊特、部学理、学大島広 69/11/3 ～ 69/22/3 ROSVU

司隆　山内 ータンセ温低、学大京東 69/22/1 ～ 69/13/1 ータンセ温低極

健　　藤佐 科学理物、部学理、学大北東 69/22/1 ～ 69/2/2 ROSVU

輝裕　葉千 所究研測計学科、学大北東 69/11/3 ～ 69/22/3 ROSVU

夫武　田福 ータンセ験実発開器機文天、台文天立国 69/91/2 ～ 69/91/3 スクニロトカメ、室発開置装

香千　辺渡 所究研測計学科、学大北東 69/4/3 ～ 69/92/3 スクニロトクレエ、室発開置装

平
成
８
年
度

紀晶　田石 部学養教、学大京東 79/72/1 ～ 79/7/2 ータンセ機算計子電

夫則　田岡 台文天立国 69/61/21 ～ 69/12/21 スクニロトカメ、室発開置装

雄丈　藤加 所究研学科合融核 69/41/01 ～ 69/81/01 ータンセ機算計子電

宏和　林小 部学理、学大屋古名 -42,12-71,41-21,01,7,4,3/2
79/7/3̃3/3,82 スクニロトクレエ、室発開置装

子幸　山小 所究研性物、学大京東 69/41/01 ～ 69/52/01 ータンセ器機

子幸　山小 所究研性物、学大京東 69/81/11 ～ 69/92/11 ータンセ器機

幸伸　中田 台文天立国 69/2/21 ～ 69/31/21 スクニロトクレエ、室発開置装

輝裕　葉千 所究研測計学科、学大北東 69/72/01 ～ 69/9/11 ROSVU

光　　屋土 ータンセ温低、学大京東 69/12/01 ～ 69/2/11 ータンセ温低極

治清　本橋 所究研学理物ーギルネエ高 79/72/1 ～ 79/7/2 ータンセ機算計子電

照喜　谷藤 部学工学大屋古名 2/21 ～6、 9/21 ～ 31 、
61/21 ～ 69/02/21 ルアリテマーュニ、室発開置装

香千　辺渡 所究研測計学科、学大北東 79/02/1 ～ 79/1/2 スクニロトクレエ、室発開置装

平
成
９
年
度

克洋　畠大 構機究研器速加ーギルネエ高 89/2/2 ～ 89/6/2 ータンセ究研発開質物子分

夫則　田岡 ータンセ験実発開器機文天、台文天立国 79/41/21 ～ 79/32/21 スクニロトカメ、室発開置装

司浩　藤加 室術技通共部学養教、学大京東 89/9/2 ～ 89/81/2 ータンセ機算計子電

子紀有田蒲 ータンセ験実発開器機文天、台文天立国 89/62/1 ～ 89/03/1 ータンセ究研発開質物子分

雄富　澤神 ータンセ験実発開器機文天、台文天立国 89/62/1 ～ 89/03/1 ータンセ究研発開質物子分

郎一　村木 学大院学大端先陸北 89/2/2 ～ 89/01/2 スクニロトカメ、室発開置装

隆　　菅小 構機究研器速加ーギルネエ高 79/8/21 ～ 79/91/21 ROSVU

道史　松小 学大術技学科端先陸北 79/1/21 ～ 79/01/21 ータンセ究研発開質物子分

弘彰　本坂 所測観波電宙宇山辺野、台文天立国 89/32/2 ～ 89/6/3 、ータンセ究研発開質物子分
カメ発開置装

和俊　富高 構機究研器速加ーギルネエ高 79/8/21 ～ 79/91/21 ROSVU

輝裕　葉千 所究研測計学科、学大北東 79/71/11 ～ 79/22/11 ROSVU

一孝　嶺東 学大術技学科端先陸北 79/21/11 ～ 79/12/11 スクニロトクレエ、室発開置装

司幸　下松 室発開置装、部学理、学大屋古名 8991/2/2 ～ 8991/72/3 スクニロトカメ、室発開置装
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2-7-4　受賞
早坂啓一（1995 年定年退官） 日本化学会化学研究技術有功賞（1985）

低温工学協会功労賞（1991）

酒井楠雄 日本化学会化学技術有功賞（1995）

加藤清則 日本化学会化学技術有功賞（1997）

西本史雄 日本化学会化学技術有功賞（1999）

度年 名　氏 属　　所 間　期　修　研 設　施　入　受

平
成
01
年
度

夫忠　田飯 校学門専等高業工川石 89/82/9 ～ 89/9/01 ータンセ機算計子電

照善　谷藤 部学工、学大屋古名 89/42/11 ～ 89/22/21 スクニロトカメ、室発開置装

雄忠　下山 校学門専等高業工川石 99/8/3 ～ 99/21/3 ータンセ究研発開質物子分

一陽　田藤 構機究研器速加ーギルネエ高 99/22/2 ～ 99/62/2 スクニロトクレエ、室発開置装

広津美嶋福 台文天立国 99/22/2 ～ 99/2/3 スクニロトカメ、室発開置装

人幹野田多 構機究研器速加ーギルネエ高 99/51/3 ～ 99/91/3 ROSVU

司隆　山内 構機究研器速加ーギルネエ高 99/51/3 ～ 99/91/3 ROSVU

平
成
11
年
度

茂　　永松 課力協究研学大波筑 99/41/6 ～ 99/81/6 ROSVU

茂　　永松 課力協究研学大波筑 99/91/21 ～ 99/52/21 ROSVU

香千　辺渡 所究研測計学科学大北東 00/7/2 ～ 00/81/2 スクニロトカメ、室発開置装

智武　崎荒 校学門専等高業工川石 00/82/2 ～ 00/3/3 スクニロトカメ、室発開置装

子悦　屋田 校学門専等高業工川石 00/82/2 ～ 00/3/3 ータンセ機算計子電

治英　本福 校学門専等高業工川石 00/82/2 ～ 00/3/3 ータンセ究研発開質物子分

2-7-3　人事交流
先に述べたように，研究施設に配属された施設系技官の流動性はあまり高くない。理由は多々あるが，最も障害に

なっているのは，技術の特殊性にある。スペシャリストになればなるほど，現状では，待遇等の問題で他機関への異

動が困難になってくる。しかし，同じ部署に長い間いれば，いろいろ弊害も出てくる。人事異動は組織活性化に不可

欠な要因である。これらの問題を考慮し，１９９５年１０月から３年間の期限を付けて，名古屋大学理学部技官と分子研装

置開発室技官との交換人事を行った。さらに，１９９７年６月から２年間の期限で北陸先端科学技術大学院大学技官と分

子研極端紫外光実験施設技官との交換人事も行った。これらは期限が来るともとの部署へ戻るという人事異動である。

尚名古屋大学との人事交流は３年間の期限がきたが、メンバーを替え、さらに継続した。北陸先端科学技術大学院大

学技官との交流も継続した。



32　分子科学研究所の概要

2-8　特別研究と岡崎コンファレンス
特別研究は，研究系各研究部門及び研究施設で行われている研究を基盤とし，研究所内外の研究者が協力して行う

独創的かつ開発的な研究であり，特に研究系及び研究施設の枠を超えて，研究者が協力集中して行っている。その発

展に資するため，国際的規模での研究集会－岡崎コンフェレンス－を年２回開催している。

2-8-1　特別研究の経緯
研究所創設以来，４期に亘って下記の特別研究を実施し，現在５期の特別研究を実施中である。

第一期特別研究

(1)　興味ある物性をもつ分子設計の研究（1975 ～ 1979）

(2)　分子との相互作用に基づくエネルギー変換の研究（1975 ～ 1979）

第二期特別研究

(1)　分子機能の開発並びに制御に関する研究（1980 ～ 1984）

(2)　分子過程によるエネルギー移動，エネルギー変換の研究（1980 ～ 1984）

(3)　物質進化の分子科学に関する研究（1982 ～ 1986 年度）

第三期特別研究

(1)　分子場の設計・構築とそれによるエネルギーの化学的変換の研究（1985 ～ 1989）

(2)　分子素子の基礎研究（1985 ～ 1989）

(3)　物質進化と自己秩序形成の分子科学（1987 ～ 1991）

第四期特別研究

(1)　分子制御の化学と物質変換・エネルギー変換に関する研究（1990 ～ 1994）

(2)　分子素子研究の物質科学的展開（1990 ～ 1994）

第五期特別研究

(1)　機能性反応場の創成と量子ステアリング（1995 ～５ヶ年計画）

(2)　分子エレクトロニクス：分子性固体場における電子物性（1995 ～５ヶ年計画）

(3)　金属錯体による連続反応場の構築（1993 ～５ヶ年計画）

2-8-2　第５期特別研究
現在，第５期目の特別研究として次の３件が推進されている。

(1)　機能性反応場の創成と量子ステアリング

(2)　分子エレクトロニクス：分子性固体場における電子物性

(3)　金属錯体による連続反応場の構築

これらの特別研究の内容と実施状況を以下に説明する。

(1)　機能性反応場の創成と量子ステアリング

本研究は，多様な分子環境を積極的に創出し，その反応場の機能を明らかにすると共に，反応素過程を支配する主

要因子を見いだし，これを制御することにより反応の道筋を選択・決定（ステアリング）することを目的としている。

実施にあたっては特に次の２つの小テ一マを設ける。
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1. 多次元的分子系の構築と物質及びエネルギー変換，

2. 量子制御による新しい反応経路の開拓。

「レーザー光による原子・分子の並進運動制御とその反応制御への応用」の研究では，準安定ヘリウム原子のレーザー

冷却・トラップの研究が進行し，フェルミオンであるヘリウム３原子同士の極低温衝突イオン化速度がボゾンである

ヘリウム４原子同士のそれよりも約３倍大きいことをこれまでの実験で見出している。今回，この断面積の大小関係

がクリプトン原子やキセノン原子の場合とは逆の関係になっていることの原因を詳しい理論解析によって明らかにし

た。超流動液体ヘリウム中の原子・イオンのレーザー分光研究では，前年度に観測した液体ヘリウム中のイッテルビ

ウム原子イオンのスペクトルに見られた分裂がイオンを取り囲むヘリウムバブルの四重極振動による動的ヤン・テラー

効果に起因するものであることを理論解析によって明らかにした。一方，実験においては，液体ヘリウム３中のマグ

ネシウム原子やカルシウム原子のスペクトルを観測し，液体ヘリウム４中のスペクトルとは大きく異なることを見出

すと同時に，これが両液体ヘリウムの量子統計性の違いによるものであることを突きとめた。

「時間分解分光による凝縮相分子ダイナミクスの解明」の研究では，電子状態，振動状態に対する時間分解分光を駆

使して，フェムト秒～ピコ秒領域の凝縮相光化学ダイナミクスを研究した。第１に，光パラメトリック増幅（OPA）を

用いて500 nm～750 nmの範囲で波長可変なサブ10 fsの光パルスを発生する装置を製作した。さらにこの極短パルス

を用いた時間分解吸収測定システムを製作し，光励起直後の電子励起状態分子の振動コヒーレンス（核波束運動）の

観測を行った。第２にフェムト秒時間分解蛍光分光を用いて，溶液中で多原子分子をSn状態へと光励起した後に起こ

る緩和過程について研究した。テトラセン分子のSn蛍光とS1蛍光の両方を時間分解観測することに成功し，その強度

変化および偏光異方性の測定から，1)Sn→S1電子緩和，2)電子緩和直後のIVR過程，3)振動冷却，および4)回転緩和，

など一連の緩和ダイナミクスを明らかにした。さらにアントラリン分子の分子内プロトン移動反応を研究し，プロト

ン移動に対応すると考えられる蛍光ダイナミクスを観測した。第３にピコ秒時間分解ラマン分光により，アゾベンゼ

ンの光異性化反応を研究した。S1状態のNN伸縮振動数を決定しS1状態でNN結合が二重結合性を保っていることを

明らかにするとともに，アンチストークスラマン測定によって振動緩和過程を明らかにした。

「化学反応素過程の可視化」の研究: ８０年代より超短パルスpump-probe法によって化学反応の実時間観測が試みられ

てきたが，未知の中性励起状態への励起をprobeに用いる従来の方法には困難が多い。本研究では，励起状態の波束を

陽イオン状態に投影し，光電子スペクトルの変化から化学反応を追跡する，フェムト秒時間分解光電子画像観測を初

めて実現した。陽イオン状態は，分光や量子化学計算によりポテンシャル曲面が精確に求められるため，波束を射影

するのに最も適している。本方法を，無輻射遷移理論の中間ケースであるピラジン分子に適用した。ピラジンは光励

起により二重蛍光減衰するが，これは高速の電子位相緩和と遅い分布数減衰による。多くの研究者がこの問題を研究

したが，蛍光は励起分子の一重項性のみを反映し，位相緩和によって生成する三重項状態は実時間観測が行われてい

なかった。本研究では，光励起直後に現れる，S1状態からの高速の光電子が 100 ps の寿命で消失し，三重項状態から

の低エネルギー光電子が対応して成長する様子が初めて画像化された。また，交差分子線画像観測法による，NO-Ar回

転非弾性散乱の研究では，CCSD(T)レベルのポテンシャル曲面上での散乱計算と，実測の状態選別微分散乱断面積の詳

細な比較を行い，量子力学的干渉効果を詳細に評価した。

「スピン副準位による状態の選択」の研究では，高分解能レーザーとラジオ波（マイクロ波）の二重共鳴によるラマ

ンビート検出磁気共鳴分光を進めている。電子基底状態と電子励起状態の２つのスピン準位を高分解能CWレーザー

とラジオ波でつなぐ。それぞれの遷移が許容で，レーザー光とラジオ波を用いて共鳴励起すると，入射レーザー周波

数とスピン準位間のわずかなエネルギー差に対応する周波数だけずれた散乱光が生ずる。この周波数の差は光信号の
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“うなり（ビート）”として観測され，これを検出しながらラジオ波周波数を走査すれば磁気共鳴分光ができる。これ

をレーザーラマンヘテロダイン検出磁気共鳴分光と呼び，この方法の特徴は光で印を付けたスピンだけの磁気共鳴が

できるということである。Pr3+/LaF3 系の Pr3+ の NQR測定と，Pr3+ 色中心を囲む Laの NQR測定を行った。

「量子力学的Fokker-Planck方程式による反応場コントロール」の研究では，トロポロン中のプロトン移動異性化反応

をターゲットとして，溶液中分子のトンネル過程について研究を行った。このような問題は，散逸系の統計力学で古

くから注目されている問題であるのだが，数値的にも未だに解けていない難問である。このような問題を解く手段と

して，量子効果を十分考慮する事が出来る，低温補正付のガウス・マルコフ量子フォッカープランク方程式をあらた

に導出し，そのプログラミングを行った。この方法の利点は，もちろん，これまで不可能であった計算が可能になっ

た事であるが，それ以外にも，古典的な結果と量子的な結果を比較出来る事がある。この方程式を数値的に解く事に

より，様々な温度や粘性下での化学反応率やラマンスペクトルを計算した。化学反応率は，量子的な場合はトンネル

過程により増大する事，また，量子準位に対応した振動が観測される事等が見出された。ラマンスペクトルに対して

は，ポテンシャルの共鳴振動に対応したピークが，量子的な場合と古典的な場合で大きく異なり，また，量子的な場

合は，低い周波数にトンネル過程に対応する鋭いピークが現れる事が観測された。

(2)　分子エレクトロニクス：分子固体場における電子物性

究極の機能単位である分子を用いて新しい電子機能を発現する分子の集合体を構築するのが分子エレクトロニクス

の研究であるが，この特別研究ではもっと基礎的な立場から，新しい分子の開発とその分子配列から生ずる集合体と

しての機能と物性に関する基礎研究を行っている。電気伝導性，磁性，誘電性，光機能性など主に電子物性の立場か

ら興味ある分子性固体の研究を行っている。

「有機超伝導体の研究」では本年度，初めての有機反強磁性金属 κ-(BETS)2FeBr4を見出したが，この系は更に低温で

超伝導転移を示す。比熱の測定より，超伝導転移以下の温度では反強磁性秩序と超伝導が共存していることが示唆さ

れ，有機磁性伝導体開発の究極目標の一つであった「磁性有機超伝導体」が初めて実現した。また，常圧で π金属電

子とアニオンの局在磁気モーメント（Fe3+）が結合しπ-d複合反強磁性絶縁相をとる λ-(BETS)2FeCl4では加圧によりπ-

d結合が弱まり，温度低下と共に，反強磁性金属，超伝導相が出現することを見出した。他にも新超伝導体を発見した。

「分子性導体における新電子相の探索」では分子性導体の電子状態を，ESRおよびNMR測定といった微視的な観点か

ら調べることを目的としている。TTF系伝導体の電荷局在状態に着目し，(EDT-TTF)2AuBr2にSDW内部構造があること

を見いだした。TTF系以外においても，遍歴-局在電子複合スピン系(CPDT-STF)-TCNQ，伝導性金属錯体Pd(dmit)2 系，

新規２鎖一次元系(BDTFP)2X の研究も進行中であり，注目すべき結果が得られている。

「低次元強相関系の物性理論」では，擬１次元有機導体 (TMTCF)2Xの次元クロスオーバーにともなう電子状態の変

化を摂動論的繰り込み群，(1 + ε)次元，乱雑位相近似，密度行列繰り込み群などで総合的に調べた。(DCNQI)2Ag1–xCux

に対して，フィリング，乱雑さ，次元性の変化によるモット絶縁体，アンダーソン局在，フェルミ液体の競合を調べ

た。分子性物質の電荷秩序パターンに依存する，電荷とスピンの励起スペクトルを計算した。ハロゲン架橋複核金属

錯体の電荷秩序と格子秩序パターンが配位子，ハロゲン，対イオンに依存する起原を，モデル計算を基に考察した。

「π-d電子系の研究」ではNiPc(AsF6)0.5 の金属絶縁体転移温度が圧力と共に上昇することを電気抵抗の実験により証

明した。またCoPc(AsF6)0.5における不対電子がCo3dz2軌道上にあることを混晶のESRにより確定した。また混晶にの

み見出されるラマンバンドを発見し，それが共鳴効果によること証明した。その他π電子性の分子導体DMTSA, BEDT-

ATD, BDT-TTP, BEDO-TTF, BEDT-TTF, DMTCNQの電荷移動塩についてバンド構造，金属絶縁体転移，電荷分離状態



分子科学研究所の概要　35

について研究した。とくにBEDO-TTF 塩ではプラズモンを正反射法で直接観測することに成功した。

「新規なドナー・アクセプター分子の合成研究」では１，３ージチオール，チアジアゾール，ピラジンなどのヘテロ

環を有する新規なドナーおよびアクセプター分子を合成し，これらを成分とする高伝導性の電荷移動錯体およびイオ

ンラジカル塩を開発した。また，ヘテロ原子接触や水素結合を利用して特異な超分子構造を構築した。さらに，ヘテ

ロ環の性質によりＨＯＭＯ，ＬＵＭＯ準位を制御し，低エネルギーギャップの分子電線を開発した。

「新規分子性強磁性体の開発研究」では，数種の新規有機ポリラジカルの合成に成功した。高スピンラジカルの化学

修飾により，その常磁性遷移金属錯体の磁気相転移の制御に成功したほか，加圧によっても磁気相転移を制御できる

ことを示した。また，分子内および分子間反強磁性相互作用を利用して，有機ラジカル結晶中でスピン平行配列が誘

起される新しい現象を観測した。

「レーザーと放射光を組み合わせた分子固体の電子状態研究」では，単波長のレーザーと波長連続の放射光という特

徴ある２つの光源を組み合わせた２光子励起システムを構築し，真空紫外領域にあるパリテイ禁制の P型励起子の測

定に成功した。また，レーザー光励起した半導体表面について放射光内殻光電子分光を行い，レーザー光励起中の内

殻準位の変化を検出した。これは，従来の静的な固体電子論では説明できない現象であり，表面における非平衡電子

状態のダイナミックスについての考察を進行中である。

「内殻電子をプローブとした分子固体中の励起子の研究」では，一価の場を感じた励起子と二価の場を感じた励起子

の挙動の違いから，分子性励起子の性質を解明する事を目的としている。たとえば内殻吸収スペクトルに現れる内殻

励起子は一価の場を感じた励起子であり，共鳴オージェ過程で一価イオンコアが脱励起した後の内殻励起は，二価の

場を感じた励起子となる。このように内殻電子をプローブとして分子固体の励起子について研究を進めている。

(3)　金属錯体による遵続反応場の構築

巧妙に分子設計した金属錯体を集積配列させ連続反応場を構築し，新しい反応系の開発を行うとともに，新規な物

性・機能を有する物質群の開発を行う。特に，本研究では高度に御御した反応場を利用した金属錯体による生体内反

応の反応機構，プロトン濃度勾配からのエネルギー変換ならびに二酸化炭素の化学的利用を目指して以下の研究を行っ

た。「金属酸素錯体と生体高分子との反応」では代表的な神経性疾患である筋萎縮性側索硬化症，アルツハイマー病や

狂牛病では，その発病因子として種々のタンパク質，ＤＮＡと金属イオンとの作用が指摘されているが，その本質はほ

とんど不明であることから，アルツハイマー病の最大の原因とされているアミロイドベータペプチドと金属錯体との

相互作用をキャピラリー電気泳動法，マススペクトル等で検討した。その結果，いくつかの銅（ＩＩ）錯体－パーオキサ

イド付加体が発病と密接に関しているタンパク質のコンフォーメーション変化に重要な影響を与えるメチオニン部位

での酸化反応を触媒することを実験的に明らかにした。また，金属錯体 -パーオキサイド付加体がＤＮＡ鎖に結合して

いることがマススペクトルから明らかになり，ＤＮＡ障害の大きな原因の一つに金属錯体－パーオキサイド付加体で

あることが示された。いずれの結果も，いわゆる遺伝子病の発現には金属錯体－パーオキサイド付加体が大きく関与

していることを示しており，今後はそれらの事実に基づいて病気を予防または治療する化合物の合成への展開を行う

予定である。

「プロトン濃度勾配からのエネルギー変換」では，酸化還元活性な配位子とアコ基を導入した金属錯体上で，溶液の

ブロトン濃度に従いアコ基をヒドロキソおよびオキソ基間の酸－塩基平衡を起こさせると，配位子とヒドロキソ基に

不対スピンが誘起され３重項状態が安定に生み出されることが明らかになった。溶液のプロトン濃度変化により創成

される１重項錯体と３重項錯体の酸化還元電位が大きく異なることを利用して錯体間の電子移動を外部回路を通じて
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起こさせることにより，pH勾配を直接電気エネルギーに変換することに成功した。「金属錯体による二酸化炭素の活

性化」の研究では，単座配位のナフチル基が容易に還元され，フリーの窒素が強い塩基になることを利用して，二酸

化炭素由来のRu‐CO結合の炭素にフリーのナフチル窒素を求核攻撃させ，Ru‐CO結合の還元的開裂の抑制に成功し

た。金属－CO結合の還元的活性化が可能になった結果， 電解質としての4級アルキルアンモニュム塩もアルキル化試

薬として使用可能となり，二酸化炭素の電気化学的還元反応でケトンのみが選択的に高速で生成する反応系の構築に

成功した。
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岡崎コンファレンスは分子科学研究所の特別研究の一環として１９７６年に始められ，すでに６５回に達している。コン

ファレンスの性格はこの会の提案者であった赤松秀雄初代所長の次の言葉につきる。

“会議は研究発表を主旨とするものではなく，共通の興味と問題に関して，いわば思索の過程において相互に経験や

意見を交換することを主旨とする非公式の会合である。そのためには，参加者相互の信頼と尊敬が基調となるもので

あって，会議は非公開であり，また参加者の意見は当人の許可なくして公表してはならない。（赤松秀雄，分子研レター

ズ，１号より）”

この方針は今日まで貫かれており，討論の場であることが明記されている。コンファレンスの主題は全国の研究者

の提案を受けて選考し，採択された主題の提案者を中心とした世話人に，外国人招待者を含めたすべての運営を一任

することにしている。その分野で活発に研究を行っている第一線の外国人研究者と国内の研究者がひざをまじえて非

公式に論議を交わすことによって，問題に対する意識を深め展望を拓く契機となっている。またそこで形成された人

間関係は研究面のみならずあらゆる面で大きな影響を及ぼしている。若い研究者を刺激し彼らの研究意欲をかきたて

ていることも重要である。２０００年２月現在で６５回開催され，その成果は内外の研究者から高く評価されている。

１９７６年１月に行われた第１回岡崎コンファレンスから第６２回までの参加研究者総数は約３，２１４名，その内外国人研

究者は約２８６名である。参加者はノーベル賞受賞者を含む研究の第一線に立つ研究者であり，毎回活発な議論が重ねら

れてきた。また外国人研究者の重複招待者は１０周年記念の岡崎コンファレンスを除くと皆無であった。これは課題の

選択が「十分に議論し尽くせるように限定した内容とする」ことが徹底したことと分子科学の広い視野からなされた

ことによると考えられ，今後ともこの方針で進められる。

開催一覧１（回　課題，開催日，提案代表者）

1．「光電極過程」1976.1.14 ～ 1.16

坪村　　宏（大阪大学教授）

2．「分子設計の基礎としての理論化学」1976.2.15 ～ 2.18

土方 克法（電通大学教授）

3．「分子固体における運動自由度」1976.2.15 ～ 2.18

千原　秀昭（大阪大学教授）

4．「共鳴及び非線型ラマン散乱」1977.1.18 ～ 1.20

坪井　正道（東京大学教授）　田隅　三生（東京大学教授）

5．「分子・分子結晶の高エネルギー励起状態」1977.12.4 ～ 12.7

田仲　二朗（名古屋大学教授）

6．「興味ある物性をもつ有機半導体－その電子構造の解明を求めて」1978.2.13 ～ 2.15

佐野　瑞香（電通大学助教授）　井口洋夫（分子研教授）

7．「高分解能分子分光の現状と将来」1978.9.4 ～ 9.5

廣田　榮治（分子研教授）

8．「原子・分子・固体表面間の相互作用」1979.2.19 ～ 2.21

諸熊　奎治（分子研教授）

2-8-3　岡崎コンファレンス
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9．「反応性中間体の分子設計－カルベン種を中心として」1980.1.7 ～ 1.9

岩村　　秀（分子研教授）

10．「分子性結晶の励起子ー輸送過程の見地から」1980.2.4 ～ 2.6

井口　洋夫（分子研教授）

11．「分子内ポテンシャル研究の展望」1980.12.3 ～ 12.5

鈴木　功（筑波大学教授）　町田勝之輔（京都大学助教授）

田隅　三生（東京大学教授）

12．「化学及び生化学過程における遷移金属錯体の役割」1980.12.11 ～ 12.13

高谷　秀正（分子研助教授）

13．「短寿命分子とイオンー星間過程におけるその役割」1981.9.8 ～ 9.10

齋藤　修二（分子研助教授）

14．「光化学反応初期過程」1981.10.20 ～ 10.22

又賀　　昇（大阪大学教授）　吉原經太郎（分子研教授）

15．「分子線によって生成する分子及びクラス夕ーの分光学と動力学」1982.11.15 ～ 11.17

伊藤　光男（東北大学教授）　近藤　　保（東京大学助教授）

茅　　幸二（慶應大学教授）　木村　克美（分子研教授）

花崎　一郎（分子研教授）

16．「分子の動的挙動に対する磁場効果」1983.1.17 ～ 1.19

林　　久治（理化学研究所主任研究員）

17．「芳香族性と芳香族化合物」1983.9.26 ～ 9.28

村田　一郎（大阪大学教授）　井口　洋夫（分子研教授）

18．「化学反応機構の理論の現状と将来」1984.1.19 ～ 1.21

西本吉助（大阪市立大教授）

19．「宇宙空間における分子の形成と進化」1984.3.19 ～ 3.21

花崎　一郎（分子研教授）

20．「機能化界面を用いた光化学的電子移動」1984.8.18 ～ 8.20

田伏　岩夫（京都大学教授）

21．「特異な電子状態を有する金属ボルフィリン及びヘムタンパク質の物性」1985.1.29 ～ 1.31

小林　　宏（東京工業大教授）　北川　禎三（分子研教授）

22．「EXAFS とその物性への応用」1985.3.18 ～ 3.20

黒田　晴雄（東京大学教授）

23．「分子科学 10 年，進歩と将来動向」1985.5.7 ～ 5.8

井口　洋夫（分子研教授）　廣田　榮治（分子研教授）

24．「凝一次元系に於ける新物性の展望－電荷移動と電子－格子相互作用」1985.12.12 ～ 12.14

辻川　郁二（京都大学教授）　丸山　有成（分子研教授）

三谷　忠興（分子研助教授）　那須奎一郎（分子研助教授）
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25．「光異性反応の動的過程」1986.1.16 ～ 1.18

伊藤　道也（金沢大学教授）　廣田　　襄（京都大学教授）

閑　　春夫（群馬大学教授）

26．「星間空間及び彗星における分子過程」1986.6.26 ～ 6.28

花崎　一郎（分子研教授）　　小谷野猪之助（分子研助教授）

齋藤　修二（分子研助教授）　西　　信之（分子研助教授）

27．「高スピン分子とスピン整列」1986.9.8 ～ 9.10

伊藤　公一（大阪市立大教授）　岩村　　秀（分子研教授）

28．「極端紫外光による物性化学」1987.2.5 ～ 2.7

井口　洋夫（分子研教授）　渡邊　　誠（分子研助教授）

29．「イオン－イオン並びにイオン－溶媒相互作用に関する分子論的考察」1987.5.26 ～ 5.28

大瀧　仁志（東京工業大学教授）　齋藤　一夫（国際基督教大学教授）

大峯　　巌（分子研助教授）

30．「化学過程における電子のダイナミックス」1987.10.28 ～ 10.30

田仲　二朗（名古屋大学教授）　吉原經太郎（分子研教授）

31．「気相クラスターのイオン化過程」1988.2.10 ～ 2.12

朽津　耕三（東京大学教授）

32．「励起分子の化学挙動についての理論化学」1988.9.27 ～ 9.29

笛野　高之（大阪大学教授）

33．「生化学分子の前生物的合成とキラリティの起源」1988.12.1 ～ 12.3

原田　　馨（筑波大学教授）

34．「燃料における化学反応」1988.12.20 ～ 12.22

神野　　博（京都大学教授）　幸田清一郎（東京大学助教授）

林　　光一（名古屋大学講師）

35．「金属クラスター化合物の合理的合成と金属多中心骨格構造に基づく協同現象」1989.5.23 ～ 5.25

齋藤　太郎（大阪大学教授）　山崎　博史（理化学研究所主任研究員）

伊藤　翼（東北大学教授）　　磯邊　　清（分子研助教授）

36．「水素ー電子結合系での物性の創造」1989.11.13 ～ 11.15

三谷　忠興（分子研助教授）榎　敏明（東京工業大学助教授）

中筋　一弘（分子研教授）

37．「酸性物高温超伝導体─その物質と超伝導機構─」1990.2.13 ～ 2.15

田仲　二朗（名古屋大学教授）　武居　文彦（東京大学教授）

北沢　宏一（東京大学教授）

38．「生体系金属錯体の構造と動的側面」1990.10.16 ～ 10.18

山内　　脩（名古屋大学教授）　森島　　績（京都大学教授）

北川　禎三（分子研教授）



40　分子科学研究所の概要

39．「分子素子を目指した機能分子の開発とその組織化」1990.10.25 ～ 10.27

清水　剛夫（京都大学教授）　小林　孝嘉（東京大学助教授）

丸山　有成（分子研教授）

40．「非線型化学反応と自己秩序形成」1991.2.23 ～ 1.25

北原　一夫（東京工業大学教授）　中村　宏樹（分子研教授）

吉川　研一（名古屋大学助教授）　花崎　一郎（分子研教授）

41．「有機反応過程研究における理論化学と物理有機化学との接点」1991.9.30 ～ 10.2

速水　醇一（京都大学教授），西本　吉助（大阪市立大教授）

野依　良治（名古屋大学教授）

42．「分子科学：現状と将来」1992.1.7 ～ 1.9

井口　洋夫（分子研所長）　正畠　宏祐（分子研助教授）

中村　宏樹（分子研教授）

43．「レーザー光電子分光の新展開」1992.3.10 ～ 3.12

木村　克美（分子研教授）

44．「化学反応理論の新しい展開」1992.11.4 ～ 11.6

諸熊　奎治（分子研教授）　　中村　宏樹（分子研教授）

中辻　　博（京都大学教授）　岩田　末廣（慶應大学教授）

45．「金属錯体における分子内及び分子間電荷移動の化学」1992.12.8 ～ 12.10

中村　　晃（大阪大学教授）　大瀧　仁志（分子研教授）

46．「シンクロトロン放射による分子科学研究の現状と将来の展望」1992.12.16 ～ 12.18

正畠　宏祐（分子研助教授）　渡邊　　誠（分子研助教授）

鎌田　雅夫（分子研助教授）　磯山　悟朗（分子研助教授）

47．「緩和現象における溶媒の動力学効果」1993.10.5 ～ 10.7

吉原經太郎（分子研教授）　岡田　　正（大阪大教授）

48．「分子設計されたフタロシアニン錯体を用いた分子素子の探求」1994.1.26 ～ 1.28

籏野　昌弘（東北大教授）　藥師　久彌（分子研教授）　丸山　有成（分子研教授）

49．「超臨界流体中に生成するクラスターの構造とダイナミックス」1994.3.16 ～ 3.18

梶本　興亜（京都大教授）　冨宅喜代一（分子研助教授）

大峯　　巌（分子研助教授）

50．「電子欠損型遷移金属錯体の機能」1994.8.1 ～ 8.3

巽　　和行（名古屋大教授）　高橋　　保（分子研助教授）

51．「表面における光誘起過程のダイナミックス」1994.10.5 ～ 10.7

村田　好正（東京大教授）　松本　吉 （分子研助教授）

52．「実験室及び天分サブミリ波分光」1995.3.14 ～ 3.16

斎藤　修二（分子研教授）

53．「スピン化学の新展開」1995.10.19 ～ 10.21

林　　久治（理化学研究所主任研究員）　廣田　　襄（京都大教授）　佐藤　博保（分子研教授）
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（第６３回までの外国人招待研究者は、これまでの「分子研リポート」を参照）

54．「水素原子移動反応の動力学的研究」1996.1.23 ～ 1.25

閑　　春夫（群馬大教授）

55．「生体機能発現における金属蛋白質の作用機構」1996.2.5 ～ 2.7

干鯛　眞信（東京大教授）　渡辺　芳人（分子研教授）

56．「凝縮相中の量子動力学；化学系への応用」1996.9.27 ～ 9.29

Coalson, Rob D.（ピッツバーグ大学）　谷村　吉隆（分子研助教授）

57．「呼吸鎖末端化酵素の反応場と作動機構」1996.10.28 ～ 10.30

茂木　立志（東大理教授）　小倉　尚志（分子研教授）

58．「分子性伝導体研究の現状と将来の展望」1997.3.7 ～ 3.9

小林　速男（分子研教授）　藥師　久彌（分子研教授）

59．「無機化合物を構成要素とする機能性積層膜の分子構築とその機能」1997.8.7 ～ 8.9

山岸　皓彦（北海道大学教授）　芳賀　正明（分子研教授）

60．「化学反応ダイナミクスの光制御」1997.9.22 ～ 9.24

藤村　勇一（東北大学教授）　川崎　昌博（京都大学教授）

61．「時間分解振動分光による液体ダイナミクス」1998.1.21 ～ 1.23

富永　圭介（分子研助手）　奥村　　剛（分子研助手）　斉藤真司（名古屋大学助手）

62．「分子科学における構造的階層：ナノ・メゾ構造からミクロ構造まで」1999.1.10 ～ 1.13

相田　拓三（東大教授）　藤田　　誠（分子研助教授）

63．「気相分子クラスターのレーザー分光－構造とダイナミックスの接点－」1999.3.23 ～ 3.25

江幡　孝之（東北大助教授）　藤井　正明（分子研教授）

開催一覧　２

回 者表代案提，日催開，題課 者究研待招人国外

46

」法道軌子分の代世次「
02.1.0002 ～ 22.1

）授教助大屋古名（郎一精能天
）師講大東（之晴　野中
）授教助大京（彦雅　田波
）手助研子分（孝伸　部南

nosirraH.JtreboR ）カリメア（）所究研立国トスェウスーノクッィフシパ（
nodroG-daeHnitraM ）カリメア（）校ーレクーバ学大アニルォフリカ（
eejrehkuMsihsabeD ）ドンイ（）会協発開学科ドンイ（

hcoKkirneH ）クーマンデ（）学大クーマンデ南（
nesneJ.HnaJ ）カリメア（）学大ワオイア（

eeL.S.Y （ TSIAK ）国韓（）
sseH.A.B ）ツイド（）学大ンゲンラルエ（
agoNfesoJ ）アキバロス（）所究研機無ーミデカア学科アキバロス（
atariHoS ）カリメア（）学大ダリロフ（

kceaB.KgnuoyK ）国韓（）学大立国ンナンカ（

56

おに製創ーャチクラトスノナ「
」割役すた果の光射放るけ

72.1.0002 ～ 92.1
）授教研子分（雄恆須理宇
）授教研子分（宏　　澤黒

rekcaBretlaW ）ツイド（）構機学科然自エールスルーカ（
rentnewhcSsualokiN ）ツイド（）学大エイラフ（

revaeW.HnhoJ ）カリメア（）学大イノリイ（
zedumreB.MrotciV ）カリメア（）所究研ルバナ（

yarG.MnaurtS ）ンデーェウス（）学大ドンル（
trahuqrUnehpetS ）ダナカ（）学大ンーツカスサ（

oJ.KmaS ）国韓（）学大ンワンュキ（
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2-9　共同研究

2-9-1　共同研究の概要
大学共同利用機関の重要な機能として，所外の分子科学及び関連分野の研究者との共同研究を積極的に推進してい

る。そのために共同利用研究者宿泊施設を用意し，運営協議員会で採択されたテーマには，旅費及び校費の一部を支

給する。次の７つのカテゴリーに分類して実施している。（公募は前期・後期（年２回），関係機関に送付）。

(1)　課題研究：数名の研究者により特定の課題について行う研究で３年間にまたがることも可能。

(2)　協力研究：所内の教授又は助教授と協力して行う研究。（原則として１対１による）。

　　　　（平成１１年度後期よりUVSOR協力研究は，協力研究に一本化された）

(3)　研 究 会：分子科学の研究に関連した特定の課題について，所内外の研究者によって企画される研究討論集会。

(4)　施設利用：研究施設に設置された機器の個別的利用。

(5)　UVSOR課題研究：数名の研究者又は複数の研究グループによる開発的な研究で，１年あるいはそれ以上にわたる

もの。

(6)　UVSOR施設利用：原則として共同利用の観測システムを使用する研究。

2-9-2　1999年度の実施状況
(1)　課題研究

名　題　課 者表代案提

論子分の果効媒溶るす対に応反学化 ）授教研子分（男文　田平

(2)　協力研究

「Protein G のβ－シート構造に関する研究」を始め１１５件

(3)　研究会

名　　会　　究　　研 者　表　代　案　提

開展なた新の索探スクミナイダ子分起励たい用を源光代世新 ）授教助研測計学科大北東（　潔　　　田　上

来将と状現のそ：割役の学光分るけおに究研の体合会子分 研域領合融術技業産院技工（　一　耕　田　山
）官究研任主

会究研学化理物のめたの者究研学科子分手若 ）授教系学理院大東（　薫　　　内　山

－グンミートスンイレブ－　チーロプアのへ系用作互相体多 ）授教理大広（　子砂美　田　相

会究研るす関にスクミナイダ応反速高超の団集小び及子分 ）授教助研子分（　法　俊　木　鈴

用応のそと学化のータスラクンオイ気大 ）授教助研子分（　吉　研　門　長

理物と学化の子粒微超む含を素元属金移遷 ）授教員客大工田豊（　保　　　藤　近

来将と状現の学化理物 II ）授教大院学大端先陸北（郎太經　原　吉

築構と計設の系子電π規新 ）授教助員客研子分（　二　洋　崎　御

－望展と状現－スクッミナイダと態状起励子電殻内 ）授教助研子分（　一　伸　岡　長

用応いし新とーザーレ体固全能機高 ）授教助研子分（　範　拓　等　平

会究研ニミ手若学力動応反ータスラク ）授教助研子分（　法　俊　木　鈴
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(4)　施設利用

①　機器利用

「波長可変レーザー蒸発法による超微粒子生成過程の研究」を始め４５件

②　計算機利用

「蛋白質立体構造の変化と運動」を始め１６７件

(5)　UVSOR課題研究

題　課　究　研 者表代案提

究研態状子電の膜薄機有るよに法光分子電光外紫解分度角 ）授教工大葉千（雄　信　野　上

(6)　UVSOR協力研究及び招へい協力研究

「SRによるナノ構造形成と評価のビームライン建設」を始め１０件

(7)　UVSOR施設利用

「遷移金属酸化物の真空紫外反射分光」を始め１４７件
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2-9-3　共同研究実施件数一覧
分子科学研究所共同研究実施一覧

67' ～ 29' 39' 49' 59' 69' 79' 89' 99' 考備

数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人

究研題課 86 145 1 8 1 6 2 61 2 81 3 32 1 5 1 5 ：数人
数人録登

究研力協 831,2 481,2 721 671 821 281 59 131 29 121 711 181 701 751 511 212

いへ招
究研力協

281 281 3 3 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

長所
いへ招

011,1 011,1 501 501 921 921 841 841 26 26 811 811 931 931 501 501

会究研 471 843,2 9 221 9 341 11 361 01 071 6 121 5 48 11 38 ：数人
者給支費旅

用利設施
I

350,1 779,1 66 602 54 921 65 371 15 361 05 251 05 151 54 021

：数件
数件可許

：数人
数人可許

用利設施
II

512,2 242,6 081 685 781 206 181 385 961 365 681 496 471 086 761 146

計合 049,6 485,41 194 602,1 994 191,1 494 512,1 683 790,1 084 982,1 674 612,1 344 461,1

費経 740,452 907,91 294,12 450,02 093,02 300,82 546,81 － 円千

（'99 年度の数値は，2000.2.1 現在）

分子科学研究所ＵＶＳＯＲ共同研究実施一覧

58' ～ 29' 39' 49' 59' 69' 79' 89' 99' 考備

数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人 数件 数人

究研題課 42 232 2 03 2 82 4 94 3 83 3 34 3 14 1 11 ：数人
数人録登

究研力協 961 605 63 151 82 321 32 19 42 59 32 88 42 401 8 53

いへ招
究研力協

94 94 8 8 9 9 4 4 1 1 1 1 2 2 2 2

会究研 12 062 2 43 2 15 2 14 1 32 1 81 0 0 0 0 ：数人
者給支費旅

用利設施 886 844,3 231 417 031 556 631 236 741 176 351 607 751 967 741 996

：数件
数件可許

：数人
数人可許

計合 159 594,4 081 739 171 668 961 718 671 828 181 658 681 619 851 747

費経 770,88 927,21 927,21 021,31 972,31 860,41 720,41 － 円千

（'99 年度の数値は，2000.2.1 現在）

年度

項目

年度

項目
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2-10　国際交流と国際共同研究
2-10-1　国際交流
分子科学研究所には１ヶ月以上滞在して共同研究を実施する長期滞在者と研究会や見学・視察等で来所される短期

訪問者を合わせて，毎年２００名前後の外国人研究者が訪れている。前者には外国人客員教官（教授２名，助教授２名），

文部省招へい外国人研究員（毎年３～５名，３か月以上滞在），日本学術振興会招へい外国人研究者，日韓協力による

来訪研究者（毎年３名，１人４か月滞在）及び特別協力研究員（私費や委任経理金等により共同研究実施のために来

訪する研究者）等がある。短期訪問者とは岡崎コンファレンスを始めとして次項で述べる様な色々な国際共同研究事

業に基づく研究会への参加者及び短時日の見学来訪者である。

以下に今迄の来訪者の過去１０年間のデータを種類別及び国別に示す。表中「文部省外国人招へい研究者」とは文部

省関係の招へい外国人，すなわち(1)外国人客員教官，(2)文部省招へい外国人研究者及び(3)日韓協力による韓国人研究

者の総計である（年度を越えて滞在している人は二重に数えられている）。

表１　外国人研究者数の推移（過去１０年間）

者在滞期長 者在滞期短

度年 人国外省部文
者究研いへ招

外会興振術学本日
者究研いへ招人国 員究研力協別特 会究研 者問訪 計合

98 71 　　 61 　　　 81 　　　 37 　　 05 　　 471 　　

09 61 　　 31 　　　 22 　　　 25 　　 05 　　 351 　　

19 71 　　 12 　　　 94 　　　 951 　　 28 　　 823 　　

29 71 　　 71 　　　 65 　　　 211 　　 74 　　 942 　　

39 61 　　 41 　　　 64 　　　 87 　　 92 　　 381 　　

49 51 　　 21 　　　 74 　　　 68 　　 71 　　 771 　　

59 61 　　 91 　　　 32 　　　 38 　　 03 　　 171 　　

69 81 　　 22 　　　 02 　　　 55 　　 56 　　 081 　　

79 71 　　 71 　　　 02 　　　 99 　　 91 　　 271 　　

89 81 　　 12 　　　 11 　　　 48 　　 33 　　 761 　　

計合 761 　　 271 　　　 213 　　　 188 　　 224 　　 459,1 　　

表２　外国人研究者数の国別内訳の推移（過去１０年間）

度年 カリメア スリギイ ツイド スンラフ 国韓 国中 アシロ 他のそ 計合

98 83 　 63 　 21 　 51 　 9　 31 　 4　 74 　 471 　

09 14 　 41 　 8　 01 　 8　 31 　 8　 15 　 351 　

19 801 　 42 　 32 　 7　 43 　 92 　 63 　 76 　 823 　

29 84 　 82 　 6　 6　 94 　 54 　 02 　 74 　 942 　

39 93 　 61 　 61 　 3　 62 　 71 　 42 　 24 　 381 　

49 04 　 61 　 51 　 5　 42 　 02 　 32 　 43 　 771 　

59 43 　 41 　 71 　 9　 71 　 8　 9　 36 　 171 　

69 73 　 01 　 31 　 31 　 52 　 41 　 11 　 75 　 081 　

79 14 　 61 　 7　 7　 21 　 12 　 51 　 35 　 271 　

89 03 　 71 　 31 　 01 　 21 　 21 　 02 　 35 　 761 　

計合 654 　 191 　 031 　 58 　 612 　 291 　 071 　 415 　 459,1 　
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2-10-2　国際共同研究
１９９９年現在実施している国際共同研究事業を以下に説明する。

(1)　日米科学技術協力事業

分子科学研究所は，１９７９年締結「エネルギー及びこれに関連する分野における研究開発のための協力に関する日本

国政府とアメリカ合衆国政府との間の協定」及び翌年締結（１９８８年再締結）の「科学技術における研究開発のための

協力に関する日本国政府とアメリカ合衆国政府との間の協定」に基づく研究分野のうち，エネルギー分野「光合成に

よる太陽エネルギー転換」に係る事業計画の企画立案及び実施に関する連絡調整の担当機関となり，事業の推進に当

たっている。１９９５年２月に１９７９年に締結された協定の５年間単純延長が合意され，現在ＩＩＩ期目に入ったが，２０００年

１月末日をもって本事業を終了することとなった。本事業推進にあたっては，広く国内関係研究者の意見を反映させ

るために，所長の下に所外から委員１１人と所内委員２人から成る研究計画委員会を設置し，研究者の長期派遣，日米

情報交換セミナー，グループ共同研究などの企画や応募された企画の審議を行ってきた。また日米の研究推進機関（文

部省と全米科学財団）の間で研究実施，企画，評価のために，日米間でステアリングコミッティーを設置している。

これまでに実施した事業の概要は次のとおりである。

ステアリングコミッティー １９８２．１～１９９８．３ ８回開催

研究計画委員会及び幹事会 １９７９．６ ～ １９９９．３ 毎年１回

研究者派遣 １９７９～ １９９８年度　中・長期派遣 １１９名

現在進行中のグループ共同研究 ４組

日米情報交換セミナー １９８１～ ９８年度 全部で２７回開催

１９９９年度には以下の２件を開催した。

・Photoconversion and Photosynthesis: Past, Present, and Perspective 岡崎

・超分子光化学 ルイジアナ

９９年１１月には，２０年の共同事業と今後の展望を議論する情報交換セミナー“Photoconversion and Photosynthesis: Past,

Present, and Perspective”を岡崎カンファレンスセンターで開催した。このセミナーは，本事業の日本側のもう一つの

対応期間である理化学研究所の協力を得て実現した。アメリカ合衆国から１５人，我が国から１６人の招待講演，９０余件

のポスター講演が行われ，今後の展望までを含めた総括的な意見交換の場となった｡

(2)　日韓共同研究

分子科学研究所と韓国高等科学技術院（KAIST）の協力で，１９８４年以来，日韓合同シンポジウムと韓国研究者の分

子科学研究所への受け入れの二事業が行われている。合同シンポジウムは１９８４年５月に分子科学研究所において第１

回シンポジウムを行い以後２年毎に日韓交互で開催しており，１９９９年１月韓国のテジョン（Taejon）市で開いた第８

回シンポジウムに引き続き，第９回シンポジウムを２００１年１月分子科学研究所において開催する予定である。

なお，１９９１年度から毎年３名の韓国側研究者を４か月ずつ招聘しており，１９９９年度も３名の招聘を実施した。
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(4) 日本・チェコ共同研究

1995年度から新たに開始されたプログラムで，チェコ科学アカデミー物理化学研究所（ヘイロフスキー研究所），同

高分子科学研究所，プラハ工科大学，カレル大学などとの分子科学共同研究を促進させる事を目的としている。文部

省科研費、海外学術研究の支援により、初年度は所長はじめ６人の研究者がプラハを訪問し，共同研究の推進等につ

いて討論を行った。また，チェコの若手研究者１人が約３か月間分子研において共同研究を行った。1996年度は，2人

をプラハに派遣し，1月には 4人の研究者が来所して共同研究を実施した。１９９７年度からは学振の２国間共同研究と

して、日本側は北川禎三が代表になり申請、受理された。１９９７年度は２人を派遣し、６人を受け入れた。１９９８年度は

４人を派遣し、６人を受け入れた。１９９９年６月にプラハのアカデミーハウスで３日間のジョイントセミナーを実施し、

所長をはじめ、所内から５人、所外から３人が参加した。これ以外に１９９９年の４～７月　２人を派遣し、１人を受け

入れた。８月から中村宏樹が日本側代表となっている。

(3) 日中共同研究

日中共同研究は、１９７３年以来相互の研究交流を経て、１９７７年の分子科学研究所と中国科学院化学研究所の間での研

究者交流で具体的に始まった。両研究所間の協議に基づき、共同研究分野として、（１）有機固体化学、（２）化学反

応動力学、（３）レーザー化学、（４）量子化学、をとりあげ、合同シンポジウムと研究者交流を実施している。特に

有機固体化学では１９８３年に第１回の合同シンポジウム（北京）以来３年ごとに合同シンポジウムを開催してきた。１９９５

年１０月の第５回日中シンポジウム（杭州）では日本から２０名が参加し、ひきつづいて１９９８年１０月２２日－２５日に第６

回の合同シンポジウムを岡崎コンファレンスセンターで開催した。中国からは若手１０名を含む３４名が、日本からは８０

名が参加し、盛況の内に終了した。第７回は２００１年広州において開催される予定である。
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2-10-3　多国間国際共同研究の推進
分子科学研究所は設立当初から分子科学分野における日本の代表研究機関として多くの国際共同研究を推進してき

た。今迄に日英，日米「光合成による太陽エネルギー転換」，日韓，日中，日・イスラエル，日・チェコ，日米（ロチェ

スター大学），日・インド（学術振興会）等の共同研究を実施してきている。日本全体の分子科学分野の世話役として

研究者の交流や合同討論会の開催等で多くの成果を挙げる事が出来たのではないかと思う。上述の中のいくつかは前

節で述べられている通り，現在も活発に推進されている。しかし，これらの共同研究は全て二国間共同研究であり，分

子科学研究所及び研究そのものの一層の国際化に十分対処出来なくなってきている。分子研では既に，平成６年実施

の将来計画検討において国籍を限らない多国間にまたがる国際共同研究を推進できる様にすべきであるという提言を

行い概算要求を行っている（分子研リポート’９４～’９８参照）。

残念ながらこの計画は未だ認められるに至っていない。ここで繰返し，その重要性を説いておきたい。先ず第一点

は，言うまでもない事であるが，国際共同研究のグローバル化が一層進んでいるという事である。国籍を越えた科学

者の流れは今や日常茶飯事であり，しかも研究グループの多国籍化が常識とさえなってきている。外国国籍の大学院

学生や博士研究員が多くいるのは最早アメリカだけではない。こういう状況の下では国籍を限った二国間共同研究が

有効に働かないのは明らかである。第二点は，共同研究において“日本の分子科学研究所”かつ“世界の拠点”とし

てその国際性及び主導性を自ら発揮出来る体制を構築していかなくてはならないという事である。分子研には既に，

色々な形で外国人研究員が常時多数滞在して研究に従事しているが，実際にはそれに倍した所内及び国外からの共同

及び協力研究実施の希望が殺到している。また，分子研には極端紫外光実験施設や電子計算機センター等世界に類の

ない分子科学専用の大型研究施設があり，これらを有効に活用した国際共同研究，特にアジアの基礎科学を支援する

為の共同研究をもっと推進していかなくてはならない。最後に，研究というものの本質に根差す計画性・偶然性・セ

レンディピティ（発見・発案能力）を支え，具体的課題毎に２～３年の計画性を持ちうると同時に柔軟に臨機応変に

対応出来る体制が必要である。

以上の考えの基に我々は「光分子科学」，「物質分子科学」，「化学反応ダイナミックス」の分子科学３大分野に亘る

国際研究推進計画を概算要求し推進しようとしている（「５．将来計画及び運営方針」のp. 287「国際共同研究拠点形成

に向けての方策」を参照）。
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2-11-1　特別共同利用研究員
分子科学研究所は，分子科学に関する研究の中核として，共同利用に供するとともに，研究者の養成についても各

大学の要請に応じて，大学院における教育に協力し，学生の研究指導を行うことが定められている。（国立学校設置法

第９条の２第３項，大学院設置基準第１３条第２項，大学共同利用機関組織運営規則第２条第３項）この制度に基づい

た特別共同利用研究員の受入状況は以下の表で示すとおりであり，研究所のもつ独自の大学院制度（総合研究大学院

大学）と調和のとれたものとなっている。

2-11　大学院教育
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特別共同利用研究員（１９９１年度までは受託大学院生，１９９２年度から１９９６年度までは特別研究学生）受入状況 （年度別）

属　　　所　 7791
～ 98 09 19 29 39 49 59 69 79 89 99

学大道海北 01
学大業工蘭室 2

学大北東 8 1 2 1 1
学大形山 6
学大波筑 1
学大馬群 1
学大玉埼 2
学大葉千 1 1 1
学大京東 12 2 2 2 1 1 1 1
学大業工京東 51 2 3 4
学大子女水の茶お 4 1 1

学大立国浜横 1
学大沢金 3 3 3
学大潟新 2 1 1 　　
学大井福 2 1 1 1 3
学大州信 1 1 1
学大阜岐 1 1
学大屋古名 14 4 5 3 2 2 1 3 3 3 1
学大業工屋古名 6 1 4
学大学科術技橋豊 22 3 3 2

学大重三 2 2 2 1
学大都京 6 2 2 7 5 4 4 2 2 1

学大維繊芸工都京 6
学大阪大 71 2 2 2 1
学大戸神 1 1 1
学大育教良奈 1
学大子女良奈 1 1 1 1

学大山岡 7 2 1 1
学大島広 51 1 1 1 7 6 1 1
学大口山 1
学大媛愛 2 1
学大知高 1 1
学大州九 51 8 5 4 1 1 2 1 1
学大賀佐 1 2 4 5 1
学大本熊 4 2
学大崎宮 2
学大球琉 1
学大立都京東 61 1
学大立市阪大 3 1
学大院習学 1
学大里北 1 1
学大塾義應慶 3 1 1 1

学大智上 1
学大海東 1
学大科理京東 1 1

学大邦東 1
学大科薬星 1
学大田稲早 1 1 5 2
学大城名 2 2
計 332 42 22 02 72 03 91 52 72 82 91
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2-11-2　総合研究大学院大学
総合研究大学院大学は１９８８年１０月１日に発足し，初代学長に長倉三郎岡崎国立共同研究機構長が就任した。更に

１９９０年１月廣田栄治教授が同大学副学長に就任した。分子科学研究所は，同大学院大学に参加し，構造分子科学専攻

及び機能分子科学専攻を受け持ち，１９９１年３月には６名の第一回博士課程後期修了者を誕生させた。

その専攻の概要は次のとおりである。

構造分子科学専攻

詳細な構造解析から導かれる分子および分子集合体の実像から物質の静的・動的性質を明らかにすることを目的と

して教育・研究を一体的に行う。従来の分光学的および理論的な種々の構造解析法に加え， 新しい動的構造の検出法や

解析法を用いる総合的構造分子科学の教育・研究指導を積極的に推進する。

機能分子科学専攻

物質の持つ多種多様な機能に関して，主として原子・分子のレベルでその発現機構を明らかにし，さらに分子およ

び分子集合体の新しい機能の設計，創製を行うことを目的として教育・研究を一体的に行う。新規な機能測定法や理

論的解析法の開発を含む機能分子科学の教育・研究指導を積極的に推進する。

大学開設以来の分子科学２専攻の入学者数，学位取得状況等及び各年度における入学者の出身大学の分布等を以下

に示す。

担当教官（１９９９年度） 単位：人

攻　専 授　教 授教助 手　助

攻専学科子分造構 7 01 31

攻専学科子分能機 5 6 9

計 21 61 22

在籍学生数（２０００年１月現在） 単位：人

攻専度年学入 6991 度年 79 度年 89 度年 99 度年 計 員　定

攻専学科子分造構 1 6 11 4 22 6

攻専学科子分能機 3 7 7 6 32 6

学位取得状況　単位：人 （年度別）

攻　専 1991 29 39 49 59 69 79 89 99
（9 ）でま者了修月 計

攻専学科子分造構 1 3 5 3 41 )3(01 )3(1 )2(8 2 )8(74

攻専学科子分能機 5 5 )1(4 )1(8 4 )1(7 )2(3 6 )1(2 )6(44

（　）は論文博士で外数



52　分子科学研究所の概要

入学状況（定員各専攻共６）　単位：人 （年度別）

攻　専 9891 09 19 29 39 49 59 69 79 89 99

攻専学科子分造構 3 6 5 7 21 7 4 01 01 21 5

攻専学科子分能機 9 7 6 6 9 4 6 8 9 7 6

外国人留学生数（国別，入学者数） 単位：人

攻専学科子分造構 攻専学科子分能機

79-9891 度年 89 度年 99 度年 79-9891 度年 89 度年 99 度年

国　中 6 2 1 4

スンラフ 1

アシロ 1

ュシッィデラグンバ 2 1

ドンイ 1

コェチ 1
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大学別入学者数

等名学大
攻専学科子分造構 攻専学科子分能機

計
98' ～ 79' 89' 度年 99' 度年 98' ～ 79' 89' 度年 99' 度年

学大道海北 1 1 2
学大業工蘭室 1 1

学大北東 1 1
学大形山 2 2
学大波筑 1 1 2
学大馬群 1 1
学大葉千 4 1 5
学大京東 5 1 5 1 21

学大業工京東 2 2
学大子女水の茶お 2 1 1 4

学大信通気電 1 1 2
学大立国浜横 1 1

学大潟新 1 1
学大学科術技岡長 1 1

学大山富 1 1
学大井福 1 1
学大沢金 1 1 2 4
学大州信 2 2
学大岡静 1 1
学大屋古名 1 2 3

学大業工屋古名 1 1
学大学科術技橋豊 1 1 2

学大重三 1 1
学大都京 5 1 9 1 1 71

学大維繊芸工都京 1 1 2
学大阪大 5 2 7
学大戸神 1 1

学大子女良奈 1 1
学大取鳥 1 1
学大山岡 1 2 3
学大島広 1 2 1 4
学大口山 1 1
学大媛愛 1 1
学大州九 2 2 4
学大本熊 2 2
学大球琉 1 1

学大院学大術技学科端先陸北 3 3
学大立市屋古名 1 1

学大立府阪大 2 1 3
学大業工路姫 1 1
学大修専巻石 1 1

学大院習学 1 1 1 2 5
学大塾義應慶 1 2 3
学大教督基際国 1 1

学大央中 1 1
学大機電京東 1 1
学大科理京東 1 1 1 3

学大邦東 2 2
学大本日 1 1
学大星明 1 1
学大田稲早 3 1 3 7
学大館命立 2 2

学大城名 1 1
学大科理山岡 1 1

他のそ＊ 01 2 1 8 1 22

＊ 外国の大学等
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2-12-1　定員
１９９９年度

分区 長　所 授　教 授教助 手　助 計　小 官　技 計　合

長所 1 1 1

系究研論理 )1(3 )1(3 7 )2(31 )2(31

系究研造構子分 )1(2 )1(2 6 )2(01 )2(01

系究研造構子電 )2(2 )2(2 6 )4(01 )4(01

系究研団集子分 )1(2 )1(2 6 )2(01 )2(01

系究研域領関相 )1(2 )1(3 4 )2(9 )2(9

系究研学科光外紫端極 )1(3 )1(4 5 )2(21 )2(21

設施究研 )2(3 )3(41 61 )5(33 )5(33

課術技 24 24

計合 1 )9(71 )01(03 05 )91(89 24 )91(041

（　）内は客員数で外数である。

2-12-2　財政
（単位：千円）

4991 度年 5991 度年 6991 度年 7991 度年 8991 度年

費件人 910,192,1 676,122,1 375,333,1 058,643,1 272,693,1

費備設，費営運 307,547,2 633,197,3 047,200,3 674,597,2 119,167,2

費備整設施 670,13 277,152 004,443 789,88 213,095

計合 008,760,4 487,462,5 317,086,4 313,132,4 594,847,4

＊機構共通経費が按分として含まれている。

科学研究費補助金（国際学術研究を除く）

分区 3991 度年 4991 度年 5991 度年 6991 度年 7991 度年 8991 度年 9991 度年

）件（数件 24 36 46 85 26 47 19

）円千（額金 063,081 036,252 770,421 045,151 390,242 064,022 030,394

2-12　定員と財政

科目等
年度
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2-13-1　情報図書館
情報図書館は機構の共通施設として３研究所の図書，雑誌等を収集・整理・保存し，機構の職員や共同利用研究者

等の利用に供している。

現在分子科学研究所は雑誌４５９種（和２３１，洋２２８），単行本３４，２３１冊（和６，０２６，洋２８，２０５）を所蔵している。

情報図書館では専用電子計算機を利用して，図書の貸出しや返却の処理，単行本ならびに雑誌の検索等のサービス

を行っている。このほか学術文献検索システムによるオンライン情報検索のサービスも行っている。またライブラリー

カードを使用することによって，情報図書館は２４時間利用できる体制になっている。

2-13-2　岡崎コンファレンスセンター
岡崎コンファレンスセンターは，国内外の学術会議はもとより研究教育活動にかかる各種行事に利用できる機構の

共通施設として平成９年２月に竣工した。センターは共同利用研究者の宿泊施設である三島ロッジに隣接して建てら

れている。

機構内の公募によって「岡崎コンファレンスセンター」と命名された建物は，延べ床面積2,863 m2，鉄筋コンクリー

ト造２階建てで，大型スクリーン及び最新のＡＶ機器等を備えた２５０人が参加可能な大会議室，１５０人の中会議室，５０

人の小会議２室などが設けられている。中会議室は会議等の目的に応じて２分割して使用することもでき，小会議室

は１室としての使用も可能である。

2-13-3　共同利用研究者宿泊施設
機構の共通施設として「三島ロッジ」と「山手ロッジ」があり，共同利用研究者をはじめ外国人研究員等に利用さ

れている。三島ロッジには個室５１，特別個室１３，夫婦室１０，家族室２０が，山手ロッジには個室１１，特別個室４，家族

室２が用意されている。

2-13-4　職員会館
職員会館は機構の福利厚生施設として建てられ，食堂，喫茶室，和室，会議室，トレーニング室等が設けられている。

2-13　共通設備



56　分子科学研究所の概要

2-14　地域社会との交流

2-14-1　国研セミナー
このセミナーは，岡崎国立共同研究機構と岡崎南ロータリークラブとの交流事業の一つとして行われているもの

で，岡崎市内の小・中学校の理科教員を対象として，機構の教官が講師となって行われている。分子研担当分を以下に示す。

日催開 マーテ 師　講

81.1.6891 介紹の研子分 授　教　治奎　熊諸

7.6.6891 用応のそと射放ンロトロクンシ 授教助　誠　　邊渡
授教助　夫俊　日春

4.01.6891 かたきてし用利にかいを素元は類人 授　教　夫一　藤齋

31.6.7891 ていつに用応のーザーレ 授　教　郎太經原吉

62.9.7891 界世の子分る探でターュピンコ 授教助　浩　　木柏

2.7.8891 象現化酸光と象現光発験実温低る見で目 授　教　美克　村木

92.01.8891 か何はと成合光工人 授教助　良忠　田坂

42.6.9891 －境環子分む育を命生－水と子分間星 授教助　之信　　西

12.01.9891 かるきで現実は導伝超ので温常 授教助　郎一奎須那

32.6.0991 －）オデビ（験実るよに機算計－解溶と成生の晶結る見で目 授　教　志仁　瀧大

02.01.0991 学化と気電 長　所　夫洋　口井

22.6.1991 学科子分の成形序秩己自
－かす出り作をンータパやムズリてしにうよのどは子分－ 授　教　郎一　崎花

41.21.1991 学科子分のそ：ーギルネエてしそ，素酸のだらか 授　教　三禎　川北

7.7.2991 界世の子分ルーボーカッサ 授教助　久立　藤加

31.11.2991 法用利な的学化のスガ酸炭 授　教　二晃　中田

22.6.3991 ？かむ進にうよのどは応反学化 授教助　祐宏　畠正

1.01.3991 界世の子分るがろひに宙宇 授　教　二修　藤齋

12.6.4991 き動の子分 長　所　男光　藤伊

02.6.5991 －界世の学科きな境国－ンオイ鉄るす躍活で内体生 授　教　人芳　辺渡

82.6.6991 話る作を体導伝超てげ上み積を子分 授　教　男速　林小

31.6.7991 学科子分の水と系体生 授　教　男文　田平

21.6.8991 工加細微超の体導半るよに光射放ンロトロクンシ子電
－学化ノナとスセロプノナ－ 授　教　雄恆須理宇

8.6.9991 ？る来出が何　？るえ見が何，で光ザーレ 授教助　彦信　倉猿
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2-14-2　一般公開
研究活動や内容について，広く一般の方々に理解を深めていただくため研究所内を公開し，説明を行っている。現

在では研究機構の研究所が輪番に公開を実施しているので，３年に１回の公開となっている。公開日には実験室の公

開と講演会が行われ，約３，０００人の見学者が分子研を訪れる。

数　回 日月施実 考　　　備

回１第 )irF(9.11.9791 開公般一念記設創

回２第 )taS(51.11.0891

回３第 )taS(41.11.1891 開公時同所究研３

回４第 )taS(11.5.5891 開公般一念記年周０１

回５第 )taS(5.11.8891

回６第 )taS(62.01.1991

回７第 )taS(21.11.4991

回８第 )taS(51.11.7991

2-14-3　見学受け入れ状況

度年 数件入受 数者学見

0991 度年 01 　 052 　

1991 度年 3　 011 　

2991 度年 7　 261 　

3991 度年 9　 112 　

4991 度年 7　 541 　

5991 度年 4　 221 　

6991 度年 7　 081 　

7991 度年 9　 634 　

8991 度年 6　 481 　

9991 度年 8　 602 　

※１９９９年度は平成１２年２月現在
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